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真宗 にお け る太子信仰 につ い て

出雲路 　英 　淳

序

　本論は真宗に お ける聖徳太子信仰 に つ い て歴史 と教学 の立場 よ り探究 を試み る もの であ る 。 真宗

は言 うまで もな く親鸞を開祖 とす る浄土教 の流れ を汲む 宗派で あ り， 聖徳太子 は言う まで もな く日

本仏教の 祖で ある 。 我が 国は太子の 力に よ っ て仏教文化 が定着 し ， 後の 奈良 ・平安 ・鎌倉仏教 の 基

礎が 築か れた と言 っ て も過言で は な い
。

　そ して そ の 聖 徳太子 を信奉す る 日本の仏教者の 中で，最 も激 しく， か つ 内面的 に 深 くつ な が っ て

い る人物 は恐 ら く親鸞で はな い か と考える 。 例えば， 浄土信仰 と太子信仰 の 結び つ き を強め ， 浄 土

教 に お け る太子 の 位置 を明確に した事は親鸞の 業績 と して 特筆すべ き もの が ある 。 現在で も真宗の

寺院 に は当然の 如 く， 古今 よ り聖徳太子 の 像が安置され て い る が
，

こ れ は 正 に親鸞の 太子 に対す る

深い 信奉の 証 に他 な らな い 。

　親鸞 は太子 を実に
「

和国の 教主」 と奉讃され ， その深 い 思 い を特に晩年 に な っ て 『皇太子聖徳奉

讃』
『大 日本粟散王 聖 徳太子奉讃 』

『
上 宮太子御記』 等に 記 し て い る。

　然 るに聖徳太子 の著述 （『三 経義疏 』 等）を見 る限 り， 決して法然 ， 親鸞が 求 めた浄土教の 信仰者

と は異 な り，

一
見 ， 太子 の 思想 は念仏の 教 え とは直接関係が な い ように思 え る。に もか か わ らず s

親鸞 は太子 へ の 思い は揺 ぎな い もの が あるの は如何な る理 由に よ る もの で あろ うか 。 恐 ら く教理 や

教条の 枠組 み を は るか に超えた如来の 大い な る働き を太子 の姿 に見 て い たの で あろ うか 。それ故，

本論 に お い て は 太子 と浄土教が如何な る経偉 に よ っ て結 びつ い て い っ たの か 。そ し て 親鸞 と太子 は

ど の よ うな形で 知 り， 信仰 の対象 とな っ て い っ た の か 。 又 ， 生涯 に お い て太子 へ の 信奉 は親鸞に ど

の ような影響 を与 えて い るの か に つ い て ， 先学の 研究を参考に しつ つ
， 歴史的史料と親鸞の著述 を

元 に し て そ の 太子観 を確か め て ゆ くの が 本論の 主 旨で あ る 。

　 そ し て ， 親鸞の 没後 ， 教団の 発展 に お い て 太 子信仰が具体的に 如何 な る役割 をはた した の か ， こ

の 点 も覚如 ， 蓮如等の 著述 を通 しなが ら真宗教団に お ける太子 の 存在に つ い て も考えてみ た い の で

ある 。

第一章　聖徳太 子 と浄土

　聖 徳太子 の 行蹟や 伝記 ・伝説に つ い て は様々 な分野か ら研 究され て お り， そ の 結果 ， 太子 を過少

評価 した り， 過大評価 した り， 極端 な説 も出回 っ て い るが ，

圃 仏教の 立 場か ら見れ ば ， 太子 自身が

絶対的意味を持 っ て い る事は明白で あ る 。 特に
『
三 経義疏 』 に つ い て は思想的に疑問の余地 はな い 。
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そ もそ も
一

国の皇太子が経典 を論 ずる とい う事 は世界的に 見て も希有な例で あ ろ う。 西洋 で は聖職

者 に な っ た僧侶の み が聖 書を講義す る事が 許 さ れ て お り， 世俗人 に は許 されて い な い
。 ましてや帝

王 が 聖 書を講義す る事は想像 で きなか っ た にちが い な い
。 又 ， 古代 イン ドに お ける莫大な仏典 の解

説書に も国王 自身の 書い た もの は伝わ っ て い な い よ うで あ る 。 た だ ， 中国に お い て は国王 が 仏典 を

講義す る習わ しが あるが ，それ らは，歴史的に も教学的 に も大 きな意義を見出すま で に は 至 ら な か っ

だ
注 2 ）

。

　然 る に ， 聖徳太子 の著 した
『三 経義疏 』 は

一
方で 偽作 と い う説が あ っ て も，

1广義疏 』 その ものの価

値 が小 さ くな る事 は な い 。 こ れ は ， 太子 とい う日本の 当時の 権力者が携 さわ っ た著述 と い う政治的

な理 由の み な らず， 『義疏』 その もの の内容 を見る と， 中国の 当時 の 経典注釈書 に は見 られ な い 執拗

な論究が な され て い る点に お い て ， 大 きな意義 を持 っ て い る 。 つ ま り， 太子 は当時の 経典学者が曖

昧な説明 で終わ っ て い る問題 を取 り上 げ徹底し て 追究 して い るので ある 。 その
一

つ が
「
浄土 」 の 問

題 で あ る 。

　太子は 『維摩経義疏 』 にあ る
「
仏国品第

一
」 の論究で

「

浄土」 と い う概念 を具体的な姿に ま で 掘

り下げて疑 問を明 らか に して い る よう に 思 え る 。 例 えば 「原起序 」 の文 に は ，

　　　第四 に 十方の 浄土 を現ず るは ， 衆生 をして浄 を慕 い
， 穢を捨てて ， 慇懃に福を修せ しめ ん と

　　欲す るな り
〔it3）

。

　 とあるが ，
こ れ は仏の力が 三千大千世界 を覆い ，そ の 世界 の広々 とした 姿を

「浄土」 とい う語で

表現 して い る の であ る 。 しか も， こ の
一

節は，後 に 源信僧都 が著す
『
往生要集』 の 中の

「
厭離穢土 ，

欣求浄土 」 に通ず る意味を含ん で い る が
， 太子 は こ の 中で あ くまで も現世で の浄土 の 実現 を願われ

て い る よ うで ある 。

　こ れ は ， 太子 が 日本国の 摂政で あり， 国の 統治者で あ っ た とい う責任の 自覚か ら
「
国 」 とは如何

な る もの か を考え ， 理 想 と して の 仏国±，すなわ ち
「浄土 」 の 問題 に まで及 んだ もの と思 われ る 。

そ して ， 国土の 問題を徹底 して 追究 し た の が
，

『
維摩経義疏』 に あ る 〈十重問答〉 と考 える 。

こ の 問

答は宝積菩薩が 五百人の 長者 を代表 して仏 に対 して諸々 の菩薩の 浄土の行を尋ねた事に対 し ， 仏 は

「
清 らか な仏国土 は決 して 虚空 に あるの で はな く， 他の国に入 っ て衆生 を教化す る事に よ っ て成就 し

た国土が 仏国土 （浄土 ）なの だ。」
（t「4） と説 き， その浄土 を築 くた めの因 として全部で十七 の正善 （1）

直心 2）深心 3）菩提心 4 ）布施 5 ）持戒 6 ）忍辱 7 ）精進 8）禅定 9）智慧 10）四無量心 11）四

摂法 12）方便 13）三十七 道品 14）廻向心 15）八 難 を徐 くの を説 く 16）自ら戒行を守 り， 彼の 闕を
そし

譏 らざる事 17）十善）を挙げて い る 。 そ して 十七の正善 に っ い て ， 太子 は更 に詳し く十項目の疑問

を提示 し ， それ に答 え る事に よ っ て 仏国土 を明 らか に し よう と した の が ， こ の く十重 問答〉で ある。

　す なわ ち ，
こ の問答は こ の世 に お い て浄土 の 実現 を 目指 そ うとす る太子 の 思索 と苦悩 の 軌跡 と言

え る だ ろ う。こ こ で は ，先学 の 研究 に よ っ て こ の 問答 に名称 を附 し て 問題 の 要点を表 して い る の で

それ を簡単 に列記す る。

　第 1 問答 ， 遠縁為因章 （衆生 の直 き心が正 し い 因 とな る 。 ）第 2 問答， 共位直心章 （浄土 の往生 に

は 3種類あ る。）第 3 問答 ， 浄 土 因行章 （浄 も穢 も共 に仏土 とす る 。 ）第 4 問答 ， 勧生浄土 章 （浄土

は全 て が等 しい ）第 5 問答 ， 浄土無退章 （浄土 は穢土 に勝 る。）第 6 問答 ， 上浄無退章 （上 品 の浄土
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か ら初心 に 入る 人 は退 く事が な い
。 ）第 7 問答， 上業滅悪 章 （上品の 業は悪 を滅す る。）第 8 問答，

報尽生浄章 （悪報が尽 き て か ら浄土 に 生 まれ る 。 ）第 9 問答， 浄土三 界章 （浄土 に 三 界が あるが 楽の

差別 は ない 。 〉第 10 問答 ， 不離直心章 （直き心 を離れ な い 事）

　 こ れ らの 問答 は各々 が 重要な問題 を含ん で い るが ，

「浄土」 の 問題 を考 える上で は特に 注 目した い

章が ある 。 それ は第 7 問答
「
上業滅悪章」 の問 い に対 し ， その答 え を導 くため に示 される

『無量寿

経』 の 引用で ある 。 こ こ で は実に 四十八願の 内の 第 18 願 に お ける
「唯除五逆　誹謗正 法 」 を問題 と

して い る 。 こ の 中で 太子 は悪業 に触れ ，

「
悪業を持つ 人 が 浄土 に生 まれ る事 は悪 を含ん だ ま ま浄土 に

居る訳で ， こ の 場合 ， これ ら の人 は悪に 戻 る事が な い の か 」 とい う問い に対 して ， 第十八願文 を引

きその 上で
「

但為
一
念　非謂

一
生　終身修行」 と答え るので ある 。

　 こ の文 は
「唯除」 の 文 を受けて 述 べ られ て い る もの で ，

『
無量寿経』 の教 え の ま ま に釈す るな らば，

こ こ に は悪業の者 さ え も徐 い て はな らな い とする 如来 の 悲願が秘め られ て い る ，
と考える べ きで あ

る。 それ故 ， ただ
一

念せ よ ， と勧め て お り， 己れ の 悪業力の 故 に往生 の業に 堪え られ な い 場合で も ，

如来 の 願力 の 強 さ に よ っ て往生 を得 る事 を前提 と して釈す る べ きで ある 。 従っ て ，
こ の 思素の ヒに

立 っ て 「但為
一

念 」 以 下を読 む と
「
ただ為れ

一
念せ よ ， とな り ，

一生終身修行せ よ と謂ふ に は非 ざ

るな り。 」 と な る
。

こ れ は逆謗 の 身 ゆ え に浄土 へ の 道に 障碍あ る者に 対す る太子 の 大悲心 と表わ れ と

考えた い
（澗

。

　そ して ，
こ の

「一念せ よ」 と は ， 唯だ如来の 願心 を受 け よ ， との 呼びか けで あ る 。 それ は ， 願 力

の道 に 依る
一念の 中に こ そ ， 始めて終 身修行 の 真実の基礎が得 られ る の だ ， と解釈で きる 。

『
無量 寿

経 』 の 説 く本願力廻向の信心 に基づ く了解は 正 に
「
唯徐 」 の 文 を如来の 願心に 重ね る 事で ，

こ の 文

を終身修行重視 ととる文で はな く， む しろ
「直心の

一
念 を重視す る 」 信心 の あ り方に 願文引用の 主

旨を見据え るべ き と考 え る。

　悪業の問題 に つ い て は，仏の救済 を考 える上で 常 に重要課題 とな っ て お り，中世に は法然，親鸞

に よ っ て
「悪人正機説」 に まで 昇華 さ れ る事 に なる が，そ の さ きが けとも言 うべ き論証が 太子 に よ っ

て 行わ れ た 事実 は 日本仏教 に お い て重要で ある 。 そ し て ， 悪業の 問題 に 『無量 寿経』 を引用 し た 事

も後世の浄土思想発展の上で 更に注 目す べ き提示 と言 えよ う。

　 こ うした仏 の慈悲 を体現 しようとする太子の 姿は恐 らく政治その他の分野 に も少なか らず影響 を

与 えた と思われ る。それ は ， 太子が摂政 に就任 して か ら没する まで の 約 30年間，内乱 も外征 もなか っ

た事 と決 して 無関係で は な い よ うに 思え る 。
こ の 事実 こ そ 太子 の 仏 国土建立の 証 と い え よ う。

し か

し太子 の理想 と した現世に お ける浄土実現 へ の 努力 は 国の秩 序で さ え，ま まな らない 当時の我国に

お い て は正 に孤軍奮闘の 印象 を与 える 。 恐 ら く高い 理想をか か げ ， 仏法 を基 として こ の国 を治め よ

うと した精神 は，高 い 理想故 に 苦悩 も深か っ た と推測す る。そし て ，こ の 高 い 精神性が 太子の没後，

そ の 思徳 を慕 う人 々 に よ っ て 太子崇拝
一

太子信仰 へ と発展 して い っ た源 に な っ て い る よう に思わ れ

る 。

　 こ れ まで太子 と浄土 の 問題 に つ い て言及 して きた が
，

『
維摩経義疏 』に お い て論究 して い る

「
浄土 」

の問題 は太子 の理 想の 国土 を追究す る姿の表わ れ と了 解で き る。又 ，

『無量寿経』 を引用 した 中に ，

今 日の 悪人正 機説 に も通ず る如来 の大悲心が包含 して い る事 も太子 と浄土思想の 関係 か ら重要な示
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唆 と思わ れ る。 こ れ は 恐 ら く ， 太子 の 仏教精神に 浄土 教 に 説か れ る如来の本願力及 び如来の 大慈悲

心が内在 して い るか らに他 ならな い 。

　 こ うした太子 の仏教的か つ 実践的世界観が ， やが て平安 ・鎌倉期 に入 る と最澄 ， 親鸞 は じめ 日本

仏教の 諸師たちが太子の理想を
一

層 ， 高次元の 形で再現 し ようと した歴 史の 事実を 見る時， 仏教 の

真 の 実践者 と し て
，

そ の 冒頭に 立 つ 太子の 意義は孤 高なが ら極め て大 きな存在 と して 認め られ る の

で ある。

ユ

　

ウロ
　

ヨ

　

　

　
　り

注

注

注

注

注

最近 で は松本清張 ， 黒 岩重吾氏等の古代史研究等 。

中村元著 『聖徳太子 』 （東京書籍）よ り第四 章
「
三経義疏 」 参照 。

花山信勝校注 『維摩経義疏 』 全訳 （百華苑）よ り第
一
仏国品，

P．26 参照 。

橋本芳契述 「聖徳太子 の 浄土思想」 参照 。 （
『
聖徳太子讃仰 』 （中外 日報社））

白井成允著
『三 経義疏 の倫理 的研究』 （百華苑）よ り第三章第

一
節

「

維摩経佛國品疏 」 参照 。

第 2章　奈良時代 まで の 太子観

　法隆寺 の 西院金堂 に 安置 されて い る釈迦三 尊像 は ， 太子の病 臥中 に身近な人々 に よ っ て発願 され ，

そ の 死後 ， 司馬鞍首止 利 （止 利仏師）に よ っ て 造顕された （El ） もの と言われ て い る が
， そ の光背 に は

次の よ うな由来が 示 され て い る 。

　　〈釈迦三 尊光背裏陰刻銘〉 金堂所在，銅造 ， 鍍金

　　　法興元卅
一

年歳次辛己 （推古 29年）十二 月 に太后 （太子の母 ， 間入皇后）崩 D た もう。 明年

　　正 月廿二 日， 上宮法皇枕病 ， 食 を念 ばず 。 王后 （膳妃） また労 を以 っ て並 に床 に着きた もう。

　　時に 王 后王 子等，また諸臣 と深 く愁毒を懐 きて，共相 に 願 を発す。仰 ぎて 三 宝 に 依 り， 当に釈

　　像の 尺寸王 身な る を告 る べ し。此の 願力 を蒙 り， 病 を転 じ ， 寿 を延 ばし ， 世間に 安住 した まわ

　　んこ とを。 若 し是れ定業 に して，以 っ て世 に背 きたまわ ば，往 い て浄土 に登 り， 早 く妙果み昇

　　らせ た まわ ん こ と を。 二 月廿
一

日癸酉 ， 王后即世 した ま い
， 翌 日法皇登遐 した もう。 （カ ッ コ は

　　筆者 の加筆）（iE2）

　 これは，つ まり太子 に対 し，死後，浄土 へ 往生する事 を祈願 して い る の で ある。

　 こ の 三 尊像 は 同 じ く光背 に，

　　　癸未年 （推古三 十一年 ， （623））の 三 月の 中に願 の如 く敬みて釈尊像并び に侠侍及び荘厳具 を

　　造 り意 りぬ 〔E3 ）
。

とある事か ら こ の 釈伽三 尊像 が太子 の 没後の 翌 年 に完成 して い る 事が明記 され て い るが （E ‘），こ の 時

代 に 既に 浄土 に往生す る とい う表現が記 され て い る点は仏教伝来の 経緯を含め て検討 しな け ばな ら

な い 課題で ある 。

　 また ， 法 隆寺の 東院 に隣 り合 っ て い る中宮寺に保存 され て い る
「
天 寿国繍帖銘」

（E5 ） に は次の よ う

に記 され て い る 。

　　　歳在辛己 十二 月廿
…

ノ癸酉 ノ日入 に ， 孔部 間人母王 崩し ぬ
。 明年 ノ ニ 月 二 廿 二 日ノ 甲戌 ノひ

　　ノ 夜半に 太子崩 し ぬ 。時に 多至 波奈大女郎，悲哀 ビ嘆息 き て ，畏 き天皇 ノ前 に 白 して 恐れ あ り
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　　 と雖 も，懐ふ 心止み難 し。我が大王 ，母王 ト期 りしが 如， 従遊 した まひ き 。 痛 く酷き こ と比无

　　 し。我が大王 ノ告 りた ま へ ら く。

「

世間 は虚 り仮 りに し て ， 唯仏の み是真 ソ」 との た ま へ り、其

　　ノ 法を玩び味ふ に ， 我が 大王 は 天寿国 ノ 中に 生 まれ た ま ふ 応し ト謂 へ り。 而 る もノ を彼ノ 国 ノ

　　形 は眼 に看匠 き所 ソ 。 稀 に像 を図 くに 因 りて ， 大王 ノ往きて生 まれた まへ る状を観む ト欲ふ ，

　　 トまをす。（以下略）

　天寿国 とは諸説が ある もの の   ），
一

般的 に は極楽浄土 と考えて良い と思わ れ るので こ の 二 つ の 資

料 に よ っ て 考え ら れ る事 は
， 太子 の 身近 な人 々 が ， 太子 の 浄土往生 を願 い

， そ し て 太子 が疑 い な く

往生 した と信じて い る姿が想像で きる事 で ある 。 こ の 事 は二 つ の 創作年が太子の 逝去前後 と確定す

るな らば初期 日本仏教 に お い て浄土 とい う概 念が既 に 人々 の 間 に浸透 して い た証 し と して重要 であ

る 。

　又 ， 浄土 の概念を考え る上 で 注 目し た い の が
『
日本書記 』 に 示 され て い る太子崩御の 際の 記述 で

あ る 。
こ こ で は ， 太子 の師で あ っ た高句麗僧 ， 慧慈 （ヘ ジ ャ ）OE

−
7）法師の 言葉 が記 されて い る 。

　　　今， 太子既 に死 りましぬ 。 我 ， 國異 な りと雖 も， 心断金 に在 り。 其れ獨 り生 く とも ， 何か益

　　か あ らむ。我来年の 二 月の 五 日を以て 必ず死 らむ 。 因 りて 上宮太子に浄土 に 遇 ひて ， 共に 衆生

　　 を化 さむ （ES ）。

　『
日本書記 』の成立 は AD 　720年 と され て い る

｛E9 ） の で 太子 の死後 ， 百年後の 成立 に な るが ， こ の 文

の 中に 浄土思想の点か ら注 目す べ き記述があるの で検討 して みた い
。 まず ， 慧慈法師が 浄土に 往生

して ， そ の 浄土 に お い て太子 に会 うの だ， とす る願 い は ， 思想的に 法隆寺釈迦三 尊像の 光背や天寿

國繍帖銘 と同 じよ う に浄土往生 の 思想 と考 え られ る。こ の 場合注 目した い 箇所 は次の
「

共に衆 生を

化 さむ 」 と い う
一

節で あ る 。
こ れ は再び娑婆 に戻 っ て 衆生済土の た め に教化 を行 う，

とす る もの で ，

教学的に 北魏の 曇鸞が
『浄土論註 』 に説 く所の往相還相迴向の思想 を継承 した もの と考 えられ る事

で ある｛t’1°，
。 往相還相の 二 迴 向論は現在で も浄土真宗教学の眼 目で あるが

， 典拠 を辿 る と宗祖親 鸞は

曇鸞の 説を取 り入 れ て い る事が解 る。す なわ ち曇鸞 は回向に は 2 種 の は た らきが ある と説 き　 1）

自分の 功徳を衆生 に迴施 して共 に 浄土 に 生 まれ ようと願 うの を往相迴向，そ し て　 2 ）浄土 に 生 ま

れお わ っ て再び生死海に迴入 し全て衆生 を教化 し共に浄土 に 向か わ せ るの を還相迴向 と説 い た、，こ

の 教 え を受 け継 い だ親鸞は曇鸞の往還二 迴 向考え方に基 づ き ， 如来の 絶対性 を強調し て ，
こ の 二

種
庄 1D

の迴 向は全 て如来の 本願力に よ っ て さ し向け られ た もので ある ， とい う境地 に まで純化 させ

た 。

　 こ の よ う に 二 種迴 向は浄土真宗の 根本教義な の で あ る が こ の 二 種迴向の 原型 と も言うべ き概念が

太子 の 師で ある慧慈法師の 口か ら述 べ られ た とす る記述 は 日本浄土教の歴史上 は重要な記述 と考え

る 。 た だ し ，
こ の 発言は本当に法師自身の 言葉な のか ， ある い は後世の創作なの か につ い て は検討

を要す る が 『E」本書記 』 の 中で 語 られ る 慧慈法師の 誓願 は 日本 に お ける迴 向思想 の 萌芽 を示 し て い

る と い う意味 で 更 に考察 を深 めた い
。 と こ ろで ， こ れ ら三種類 の 資料か ら浮か び上 が る太子像 は，

死 後 ， 浄土 へ 生 まれ変わ る事は当然で あ る か の 如 く語 られ る太子 の 優れ た人 間性で あ る 。 それ は例

えば釈迦三 尊像の 光背 に 用 い られて い る
「法皇 」 な どの 尊称か ら窺わ れ る よう に ， 特別の 尊敬の 念

を持 っ て仰 ぎみ られ，没後わ ずか の 間に神格化 された超人間的存在 に化 して い る事 が窺わ れ る、、そ
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う した神格化 は 時代 と共に 加速 し
， 天 平時代に は 神格化さ れた 太子 を対象とす る太子信仰 に まで 発

展 したと考 えられ る 。 その資料 を い くつ か挙 げて み よ う。

　 まず ， 天平宝宇五 （761）年の
『法隆寺縁起并資財帳』 （別称

『
東院資財帳』）中に

「
上 宮王 等身観

世音菩薩木像壱躯　金薄押 」
佃 2）

と見 え， 太子 を観世音菩薩の化身 とみ る信仰が既 に 生 まれ て い る事

が 解 る。

　又，唐僧鑑真和上 と信仰が あ っ た淡海三 船
陸 ’3）が 宝亀十 （779）年に 撰 じた

『
唐大和上 東征伝 』 に

は鑑真和上の言葉 と して ， 太子 の 慧思禅師後身説が 明記 され て い る 。

「

大和上 （鑑真）答 日，昔聞，

南岳慧思禅師遷化之後 ， 託生倭国王 子 ， 興 隆仏法， 済度衆生 。 」
（注 14｝

　 こ の 慧思禅師 と は別名，南岳禅師 と も称 す る中国春秋時代の 高僧で あ る 。 若年よ り法華経 を学び
，

千遍誦 し た と い わ れ て い る 。

　 その後 ， 天台宗第二 祖 であ る慧文禅師に帰依 し正 法 を受 け ， そ の 後多 くの 人々 が慧思禅師 に帰従

した 。 54歳の時 ， 弟子 40余名 と共に 南岳に住 した た め
「
南岳禅師」 の名 で 知 られ る ように な る 。 著

作 も多 く 『
四 十二 字門』 二 巻 ，

『無諍行門』 二 巻 ，

『
釈論玄』，

『
随自意』，

『
安楽行』，

『
次第禅要』 な

どが 残 っ て い る（価 ）
。 命終は 6 月 22 日と い う事で ， 太子 と の共通項 は 『法華経 』 をよ く学 ん だ点 と

こ の命終の 日が共 に 22 日 （太子の 命終 は 2月 22 日） と い う事が挙 げられる で あろ う。 尚 ， 慧思禅

師は天 台大使師智顎の 師に 当た る 。

　 こ の 慧思禅師が 太子 の前世の 姿で あ る と鑑真和上 が 明言 して い るの で ある 。 つ ま り，我が 国に 『法

華経』 を将来した太子 こ そ ， 慧思禅師の 生 まれ変わ りだ と言 うの で ある 。 更 に は鑑真和上 と共 に渡

来 した 唐僧 ， 思託が延暦七 （788）年に 撰 じた と推定 される 『上宮皇太子菩薩伝 』 に なる と ， 太子の

慧思禅師後身説 は当然の 事 と して 定着 して い る印象 を受 ける 。

　恩禅師後生 日本国橘豊日天皇宮。 （中略）於是 。 法花経創伝 日本 。 菩薩兼時入禅定 。 或時
一

日三 日

五 日。 干時 。 世人不識禅定 。 但 言太子入夢堂 〔注 16 ）
。

　 こ の後身説 に お い て 注視 した い 点は太子の事 を「菩薩」 とい う表現 を用 い て い る事で ある 。

「菩薩i」

と い う名称 は前の 『東院資財帳 』 で も記 されて い る事 を指摘 したが ， 奈良時代頃の 菩薩が ， どの よ

うな意味で 用い て い る の か は充分検討す る必要が ある。しか し， こ うした表現 つ まり，太子を菩薩

として 見る姿勢が天平時代 に表 れて い る事 は後世 に大 きな影響 を与 えて い るよ うに 思われ る。つ ま

り偉大な人物 を菩薩 と し て 敬 う風潮が こ の 頃，生 まれ て きた と考 え られ る の で ある 。

　 こ うし て 見て ゆ くと ， 太子の 神格化 は没後 自然発生的 に広 ま っ て い る感が 強 い
。 続 く平安時代 に

は，太子 を慧思禅師 の後身 とし て敬 う者や観 音菩薩の 化身 とす る思想が 次第 に 強調 され ， 太子伝 の

中に組 み 込 まれ て くるが ， そ の 根源 を辿 る と太子 の 神格化 は既 に 生前 よ りそ の 芽が存在 し ， 没後 と

共 に 人 々 の尊敬の 中で 発展 し て い っ た と考え る べ きで あ ろ う。又 ， そ うした神格化 に 対 し， 当時異

議を唱 える為政者も宗教者 も表れな か っ た事が 太子 の 人格 と業績の偉大 さ を物語 っ て い る 。 如何 に

太子 の徳が大 きか っ た か が ，こ うした 事実か ら窺 い 知 る事が 出来 る の で ある 。

注 1　 止利仏師 に つ い ての史料は ， 今回の迦三 尊像光背 の他に
『
日本書記 』 推古犬 皇 13 年 4 月条

　　 （605），翌 14 年 4 月条 と 5 月条の 計 4件 で あ る 。 止 利仏師 は帰化人，司馬達等 の孫 とされ て
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　　い る 。 しか し ， 最近の 研究に よる と三 国時代の 朝鮮 で は村 の長 を 「 トリ」 と称 し，司馬達等

　　の 「達等 」 も 〈タル ・トリ〉 と い う意味の 漢字表記で は な い か
，

と の 説 もあ る 。 そ の 説 を受

　　けて 改 め て 光背銘記 を読 む と末尾の
「
司馬鞍首止利 仏師 をし て造 らしむ 」 の 文 は

「

司馬鞍首

　　の 止利の 仏師」 と訓み下す事 もで き
「頭領で ある仏師」 と い う意味で ， 止利仏師 は必ず し も

　　固有名詞 とは限らな い とす る説 もあ る。要す る に止利仏師 は造仏 集団で あ っ た鞍作氏の 頭領

　　と い う意味の 地位 を表わ す名称 とい う事に な るが
， そ うなる と現在，残 され て い る止 利仏師

　　の作品は必ず しも同
一

人物で な くて も良 い 事に な るの で あ る 。 止利仏師に つ い て は未だ 解明

　　で きな い 謎が 多い 。 （朴文源述
「
止利 の本国 に つ い て 」

『古代 日本 と朝鮮の基本 問題 』 井 上，

　　旗 田編 （学生社）。浅井和春
「
謎 に つ っ まれ た 〈止利仏師〉」

『
日本の 国宝 1，奈良／法隆 寺』

　　（朝日新聞社）参照。）

注 2　 こ の 銘文 は漢字の みで 正方形の 中に刻 まれて い る 。
こ の よ うに 銘文の字数を正 方形 に 整 え

　　る事は ， 中国の墓誌 に 例が多 い 。 書風 は ， 中国 5〜 6世紀の 書や百済武寧王 墓誌 （526）に通

　　ず る所がある。（高 田良信編 『法隆寺銘文集成』 P．　12〜13。 及 び前載書
『
日本の 国宝 1』 参照）

注 3　高田編
『法隆寺銘文集成』 参照。

注 4　家永三 郎著
『
上 宮聖徳法皇帝説の研 究』 よ り各論編 P．148〜151 （角川書店）参照。

注 5　こ れ まで 多くの先学に よ っ て 〈天寿国〉 と は 1 ＞阿弥陀の 極楽浄土 ， 2）弥勒の 兜率天 ，

　　 3 ＞維摩の往生 した仞利天上 の 妙喜浄土 ， 4 ）釈迦 の 霊 山浄土 ， 5）観念的に
一切 の浄 土の

　　包含せ る十方浄土 ， 6）天竺浄土 ， 等の 諸説が あるが ， 太子の 没後 ， 既 に浄土 往生の考 えが

　　定着 して い た事は確か で あ る 。 （大野達之助著 『聖徳太子 の研究』 よ り
「
天 寿国浄土の 信仰 亅

　　（吉川 弘文館）及 び田 中嗣人著 『聖徳太子信仰の成立 』 よ り第三 〈太子信仰 の推移〉参照 。 ）

注 6　新川 登亀男著 『上宮聖徳太子伝補 闕記の 研究 』 （吉川弘文館）に よる と 7世紀に な っ て 磯長

　　墓 へ の改葬の際 に太子 と母穴穂部間人皇女 と菩岐 々 美郎女が相 い 次い で 亡 くな っ た とす る所

　　伝が で き上 が っ た ので はな い か ， と推論 して い る 。 もし も， こ の 説 の 通 りで あ る とする な ら

　　ば前の
「
法隆寺釈迦尊像光背銘」 も

「
天 寿国繻帳銘 』 も太子逝去の 前後に 書か れ た もの で は

　　な く， 7世紀の 末頃に述作され た もの と見る事 もで き る。（鈴木靖民・遠山美都男共著 『聖徳

　　太子 とその 時代』 下 （日本放送 出版協会）第十章）

注 7　恵慈 （？〜622）高句麗 の 僧。595年 に 日本 へ 渡 り，太子 の 師 となる。615年帰国 。 （全浩天

　　著
『
朝鮮か ら見た 古代日本』 よ り H

， 海の 道
一

河内飛鳥 ， 参照 。 ）

注 8　 『
日本書記』 第二 十二 　推古天皇二 十九年の条に記 す。

注 9　 前掲書 ， 田 中著 『聖徳太子信仰の成立 』 よ D第 3章第 3節参照 。

注 10 曇鸞 （476〜542）は当初 ，
三 論 ， 智度論 に通 じ，北イ ン ドの 菩提流支三 蔵 よ り 『観無 量寿

　　緬 を授か っ た後 は浄土教 に尊信す る 。 そ し て 中観思想 の 立場か ら浄土教 を体系づ けた 、， 著

　　述 に 『浄土論註 』
『讃阿弥陀仏偈』 等が あ る 。

注 11 親鸞 （1173〜1263）は ，

『
愚禿鈔 』 下に お い て

「
また 回向とい うは ，

か の 国 に 生 まれ己 りて

　　還 っ て大悲 を起 こ して生死 に 回入 して衆生 を教化 す る を ， また 回向 と名つ くるな り」 と説 き ，

　　 『如来二 種 回向文 』 の 中で
「
こ の 本願 力の 回向を もっ て ， 如来の 回向に 二 種 あ り。

一
に は 往相
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　　の 回向，
二 に は還相の 回向な り。 」 とし て 二 種回向の 絶対性 を明記 した 。 （『真宗聖教全書 」 第

　　二 巻 よ り参照 。 ）

注 12　前掲書 ， 田中著
『
聖徳太子信仰の 成立 』 よ り第三

「

太子信仰の 推移 」 参照。

注 13　淡海三 船 （722〜785）は奈良時代の 漢文学者 。 大友皇子の 曾孫。 大学頭， 文章博士 。 刑部

　　卿。 詩に造詣深 く， 鑑真和上 とは来朝 よ り親交が あ り
『
東征伝』 は和上 の 業績をは じめ ， 仏

　　教史 ， 交通史の 貴重 な史料で ある 。

『続 日本記 』 の編 さん に も関係 した 。 （小島憲之 述 〈淡海

　　三船〉 の 頃 『世界大百科事典』 3 ，参照）

注14　高崎直道編
『
大乗仏典 』 16　中国 ・日本編 （中央公論社） よ り中條道昭訳 『唐大和尚東征

　　伝』 P ．257。

注 15　「続高僧伝 』 第十七 に詳細 が記 されて い る 。 （
『
東洋仏教人 名事典』 （新人物往来社）よ りく慧

　　思〉 の 項 （向井隆健述）参照 。 ）

注 16 太子 の建 て た寺院や御廟 は今 日で もな お残 っ て お り， しか も栄 え て い る 。 こ うした事 は他

　　の 国の 諸帝王 に は 見られ な い 現象で あ る 。 例え ばイ ン ドの ア シ ョ カ 王 の 墓 は全 く解 らない
。

　　1400 年前 の事跡が今 日で も永続して い る事は他国に は見 られ な い 大 き な特徴 で ある 。 （中村

　　元著 『聖徳太子　　地球志向的視点か ら』 よ り第
一

章聖 徳太子 と奈良仏教，参照。）

第 3章　平安時代に お け る太 子信仰 に つ い て

　次に平安時代 （BC 　794〜11　C 後半）にお ける太子信仰 に つ い て考 え て み た い 。 前述の 如 く， 太子

信仰 に つ い て は飛鳥 ， 奈良の両時代の 中で ， 太子 の優れた人間性 が尊敬か ら信仰 へ と移 り変わ り，

その 没後直後 か ら伝説的な色彩を帯びなが ら次第に 神格化し て ゆ く経緯を探 っ て き た 。 そ の 結果 ，

太子 を
「
法皇」 と呼 び ， あ る い は中国の名僧慧思禅師の 後身 と讃 え ， つ い に は 観音菩薩の 化身 に ま

で高め られ ， そ の 信仰は増々 ， 年月を経 る毎に具体 的か つ 大胆 に な っ て き て い る事例 を見て きた 。

そ して ， その傾向は長岡京を経 て平安時代 に 入 っ て か ら もと どまる事 な く続 けられ，多 くの 人々 の

深 い 信仰対象に な っ て い る 。

　 こ こ で は平安仏教 に視点 を当て ， そ の 中で 特に親鸞 との 関係が あ る 天 台宗特に 天 台浄土教 に 関連

す る資料を元 に 考察をすす めた い
。 初め に ， 日本天台宗の 開祖 ， 最澄 （766〜822） と太子 との 関わ

りか ら見て ゆ く事 に しよ う。 まず ， 当時の 仏教会の 様子か ら見て ゆ くと ， 例 えば鑑真 に よ っ て もた

らされ た登壇受戒の 制度は奈良時代末期 に は僧たち の 腐敗堕落 の 中に 埋 没す る等 ， 正 に 奈良仏教界

は未世濁世 の 様相 を呈 して い た個 ｝。そ の 頃 ， 東大寺 に お い て 19 歳で 具 足戒を受 けた最澄 は ， そ の 直

後 （785）奈良仏教 と決別 し ， 京都比叡山に 登 っ て厳 し い 修行 に 入 っ た 。 そ して鑑真和上 が 将来した

『法華文句 』
『法華玄義 』等の 天台系統の著述 を書写 し天 台の教 えの研 さん を続け て い る圃

。 その後 ，

天台の 教 えを弘め る願い を起 こ し ， 天台宗の 本拠地 で ある 中国の 天台山 を訪問する決意 をする 。 そ

して延 暦 23 （804）年 38歳に し て よ うや く第 16次遣唐使 の
一

員 とし て 入唐を果 た し〔thS）
， 天 台山で

菩薩戒 を受け る等，大 きな成果 を挙 げて 半年後 に帰国，その後 は天台宗 と して 独立 し，最澄 は平安

仏教 の 先駆的僧 とな っ た 。
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　とこ ろで ，
こ の よ うに旧仏教 と決別 し新 し い 教 えを断固た る姿勢で 求め ， ど こ まで も理想 を追及

し て ゆ こ う とす る最澄 の行動 を考 え る時 ， そ の 根底 に あ る精神性 を探 っ て ゆ くと ， そ こ に は聖 徳太

子に対す る強い 信仰が 見 え て くる 。
つ ま り， 最澄 と天台の 教 え と を結 び つ けた の は鑑真の もた ら し

た天 台の 論疏 で あ り ， そ の 中国天台 宗 を開創 した 天台 智頻 は実 に南 岳慧思禅 師の 弟子 なの で あ

るC’t4］
。 しか も， 前述 の如 く慧思禅師の後身 （生 まれ変わ り）が太子で ある と の 説が 流布 し て い た 事

を考え る と ， 恐 ら く最澄 は自分 と太子 の浅か らぬ 因縁 を感 じて い て の か もしれな い 。 そ うした考え

が
「法華

一
乗」 の 法を強 く掲 げる源動力 とな っ て い る よ うに 思える。すな わち最澄が提唱 した こ の

法華思想 の 確立 こ そ ， 我が国 に初めて
『
法華経』 を弘めた太子 へ の帰依の 表わ れ と思われ る。

　そ して ， そ の 帰依心 は弘仁 7 （816）年の 四天 寺の太子廟参詣に よ っ て尚
一

層， 深 い もの にな っ た

と考 え る（齣
。 こ の 年は最澄 に と っ て正 に 内憂外患の状態で あ っ た 。 す なわ ち弟子 の泰範が 弘法大師

空海の 元 へ と離れ て い き ， 密教の 奥義を学ぶ 機会が失わ れ て しま っ た年で ある。そ して 南都 の 最澄

に対す る宗教的攻撃は 日に 日に 強 くな り，
こ の 二 年後 に徳

一圃 との 大論争を くり広げ る事 に な る

程 ， 南都仏教 とは緊張 関係が 続い て い た 。 加 え て最澄が最 も頼 りに して い た桓武天 皇 は既 に亡 く，

天皇家 は空海に 傾倒 し て い る状 態で 正 に 四 面楚歌の 状態で あ っ た 圃
。 その よ うな中で最澄 は四大王

寺の 太子廟 に参詣 し， そ の 時，

『
法華経』 を中心 とす る天 台教学の弘法 を願 っ て次 の詩 を残 して い る。

　　　前入唐天台法華宗燈大法師最澄大禅師， 弘仁七 年入四 天王 寺上宮廟 ， 求伝法宗詩序云 ， 今我

　　法華聖徳太子者 ， 即是南嶽慧思大師後身也 。 廐戸託生 ， 汲引四 国 。 請持経於大唐， 興妙法於 H

　　域 。 木鐸振天台 ， 相承其法昧 。 日本玄孫興福寺沙門最澄 ， 雖愚 ， 願弘我師教， 不在渇仰心 ， 謹

　　奉
一

首者 。 彼先師
一

首云 。 海内求縁力 ， 帰心 聖徳宮 。 我今弘妙法 ， 師教令無窮両樹随春別 ，
三

　　卉応節同 。 願唯使円教， 加護助興隆（瀏
。

　 こ の詩 は最澄が 太子 の精神 を受 け継 い だ証拠 と して 注 目した い
。

　 こ こ で 最澄 は ， 我が 国に 『法華経 』 を流布せ しめた太子を南岳慧思禅師の 後身で ある事 を当然の

事 と受 けとめ最澄 自 らは，太子の 玄孫 （孫の 孫）で ある と明言 し て い る 。 そ の 上 で 自らを天台教学

に お ける正 統な後継者 と して ，自己 の 立場 を明 らか に し仏法 の 弘通 を誓 っ て い る の で ある。こ の 記

述か らも最澄が如何に 太子を自ら の 教学の 祖 と考 え，心の 拠 り所 と と して い た か が解る の で ある 。

更に想像 をた くま し くす るな らば， 近々 行わ れ るで あろ う南都仏教者 との 宗論 に対 し ， 自 らの思想

が決 して 誤 っ て い ない 事 を祖 で ある太子の 前で 報告 し，で きるな らば， こ の宗論 が新 しい 仏教 の 魁

とな る べ く太子の 御理解 をい ただ きた い との
一

心が， こ うした詩 を記 した 源に な っ て い る の で は な

い か ， と思 え る の で ある 。 それ程 まで に ， こ の 詩 に は 信仰 の 強 さ と太子 へ の 切 な る思 い が共存 し て

い る 。 そ し て ， こ の 詩 が最澄 の 思想 とな り， 延 い て は後世 の 天台宗 に お け る太子信仰の あ り方を決

定 した と考 えられ る の で ある 。 そ し て ，こ の 年に 最澄は四天王寺 に 六時堂 を建立 して い るが 〔ti’9）
，

こ

れ は天 台の 思想 を四天 王寺 に も伝 える証 と言え る 。

　そ して ，
こ の 四 天王 寺参詣 と六時堂建立 は太 子信仰 と法華弘法 を願 う最澄 に とっ て 布教的な意味

が あ っ た ば か りで はな く，こ れ が後世の 天台宗 と四天王寺 とが 結 びつ く大 きな縁に な っ た事 も事実

で ある 。 そ れ は 最澄 の死後，天長 2 （825）年 2 月 8 日付の 「太政官府 」 に よ っ て 四天王 寺の 安居講

師に 天台宗の 僧 を請ず べ き事が定 め られた 点で も解 る よ うに ， 四天王寺 と天台宗は最澄 の参詣 を機
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に急速に 関係を深め て い っ た事が 窺 える〔注 1°）
。 これは最澄の 太子 へ の 思 い が ，こ の ような結 びつ きを

可能に した と言え る 。

　そ の後 ， 比叡 山の 僧 ， 円行が 四天王寺の 別 当に補任され る等 ， 四天王 寺 と比叡山 との関係 は年毎

に確か な もの に な っ て い っ た 。 そ して ， こ の 後 ， 鎌倉時代 の 中期頃 ま で ，四天王寺 の別 当は全て 天

台宗の 僧侶が 占め て い た の で あ る（Ell ）。つ まり，天台宗 と四天王寺 は太子 を縁 として強 く結び つ い て

ゆ き
， 天台宗で は時代 と共に 太子信仰をよ り

一
層強め ，

一
方の 四天 王寺で は次第に天台色， 後に浄

土色 を増 して い っ た と考 え られ る 。 そ の例を各々の側か ら探 っ て み る事に しよ う 。

　 まず天台宗に お け る太子 信仰 に つ い てで あるが ， そ の実例 として慈覚円仁 （794〜864）の 著した

『入唐求法巡礼行記 』 を挙げる事がで きる〔庄 12）。こ れ に よる と ， 在唐中 （838〜47）の円仁が五 台山大

華厳寺 に お い て 天台座主志縁和上 に面接し ， 慧思禅師後身説す なわ ち慧思禅師の 生 まれ 変わ りが 日

本 に 生 ま れ た
，

そ れ が 太子 で あ る と得意満面 に 語 っ た と こ ろ ， 中国僧
一

同の 共感 を得 た事が 記 され

て い る。 また
『慈覚大師伝 』 の中で は会 昌の 法難 （仏教迫害）に 会 い 困苦を極めた時 ， 太子 ら諸聖

の夢吉 を得て ， 無事帰国 し得た事 を伝えて い るが ， これ らは天台宗に お ける当時の 太子信仰の 姿を

端的に表わ して い る好例で ある（注 13）
。 又 ，

こ の 円仁は中国 よ り浄土 教を将来 し ， 比 叡山に常行三昧堂

を建立 し ， 不断念仏を行 っ た事で も有名 で あ るが ， や が て 比叡 山に お ける浄土 教の 比重が増 し て ゆ

くの は こ の 円仁の 影響で あ る
〔醐

。 そ して ， 真宗の 開祖 ， 親鸞は こ の 常行三 昧堂 の 堂僧 とし て お よそ

20年 間 ， 修行 を続けて い る 。

　周知の 如 く
「
常行三 昧堂」 の

「
常行三 昧」 とは天 台大師智顕の

『
摩訶止観』 （以 下

『
止観』 と略す 。 ）

の 第
一

章に記され て い る行 の 1 つ で あ る 。 修行を 4 種 （常坐 ， 常行 ， 半行半坐 ， 非行非）に分類 し

た 内の 二 番目に常行三 昧の 行が あ る 。 具体的は念仏 を行ず る もの で あるが ， 親鸞が修学中に そ の典

拠 とな る〔注 15｝ 『
止 観』 を勉学 した事 は確か で あろ う。 それ は主著

『
顕浄土 真実教行証文類 』 の 中に ほ

ぼ全巻 に わた っ て 「止 観 』 の 文 を引用 し て い る （thle ）点か ら も明 らか で ある 。 そ して ， そ の
『
止 観 』 に

は 南岳慧思禅師の 文が多数記 さ れ て い る （注 1η
。 恐 ら く，

こ の 慧思禅師に 関連し て 太子の 慧思禅師後身

説が伝統的教 えと して 宗内に 現存 して い た事 は 充分想像 で きる 。 そ して こ うした修学時に お い て ，

最澄一太子一慧思の つ なが りを認識す る事 も有 り得た と推論 する 。 それ故 ， 出家 して 10 年後 に 旅 し

た と伝 える磯長 へ の 参詣の 背景に は様々 な要因が考 えられ るが，そ の 1 つ に 『止観 』 に お け る慧思

禅師を通 じ て の 太子像 を 自らの 眼 で認識す る必要が あ っ た と思われ る の であ る 。

　
一

方 ，
四 天Jfl寺は太子が縁 と な り歴史の な か で 様々 な形 を と りなが ら信仰の対象とな っ た。 こ こ

で は四天王寺が ， どの よ うな経緯 で建立 され ， 存続 し ， どの ような信仰対象 とな り， そ して後に ど

の よ うな理 由で 浄土教 と結 び っ い て い っ た の か ， に つ い て の べ る事 に し よう 。

　そ もそ も四 天王寺の 歴史は実に 太 子 の 若年よ り始 ま る とされ ， その最 も古 い 歴史資料で あ る
『
日

本書記 』 に は
「用明天皇 ，

2 （587）年 7 月」 の 条 に ，物部氏 と蘇我氏 と の 戦争の 中で 明記 され て い る e

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ぬ 　 り　 で

こ の 時 ， 厩戸皇子 （後 の 聖徳太子 ） は味方の 蘇我氏の 形勢が不利 で ある事 を感 じ ， 自ら白膠木 を切

り取 っ て 四天王 の 像 を作 り， 束髪 の ．Lに の せ て
「

今 もし敵 に勝た せ て下 さ っ た な らば ， 必ず護世四

王 の た め寺塔 を建て ま し ょ う。」 と誓 い を立 て ， 蘇我馬 子 も同調 し ， 共 に 四天王 に戦勝 を祈願 す る と

い う記述 が あ り， そ の 後 ， 蘇我氏勝利 の 後 ， 摂津国 （現在の 兵庫県 に近 い 大阪府 ）の 物部氏 の 土地
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に 四天王寺を建て た事が記 され て い る 。 そ の 後， 推古天皇元年 9 月 （593）に難波の 荒陵 （現在の 大

阪南区）四天 王寺 をは じめて建立 した とあ るた め ， 前の摂津に建 てた 四天 王 と の 関係が よ く解らず

諸説に分か れ るが ， 現在の 四天 王寺は難波の荒陵に存在 して い るた め ， その建立 は推古元年以降 と

考 え られ る齟 81。

　 と こ ろで ，
こ の 記述に お い て 太子 は戦勝祈願の 対象 と して 四天王 に願 い をか け て い るが ， そ もそ

も四天 王 の 信仰 は本来は ヒ ン ド ゥ
ー教に あ る

「
方角の 神 （ロ ーカ パ ーラ）」 の 信仰が そ の 源 と考 え ら

れ て お り， イ ン ドの 古代叙事詩 に も四天王 は登場す る の で あるが ， こ の 神が 変容 し発展 し ， 古代我

が 国に お い て は
「
武神 （戦 さ の 神）−1 として 仰が れ る存在 に 変貌 した と想像で きる個 9）

。 特 に 太 子の

時代で ある律令国家以前に お い て は人倫共 同体を維持する た め に武勇 を全面に 出し て い る の が特徴

と言 える が ， これは 当時の 王権 を維持す る為の 武力誇示 と決 し て無関係 で はな い と考 えられ る、，

　 それ故 ， 日本最古 の 宮寺で ある四天王寺 は そ の 西門に 現在 で も尚
「

大 日本佛法最初四天王 寺 」 の

石標が ある （i　 2 °） ように 正 に仏教 とい う大陸文化 の 象徴で は ある が ，こ の建立 は 同時 に 王権 を誇示 さ

せ る武力的役割 も果 た し て い た と考え られ る 。 それ が時代 と共 に武力の 意味が誇張 され， い つ し か

四 天王 寺 は戦勝 を祈 る寺 と し て
， あ る意味 で は畏敬の 対象 と し て見 られ て い た 感が ある。例 えば承

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 き rpう ち ょ う

和 3 （836）年 に四天王寺の 塔 と太子廟 に落雷があ っ た際，京都 の朝廷で は ，
こ れ を「咎徴 」 （良 くな

い 事が起 こ る前ぶ れ）として恐れ ， 奈良東大寺以下 19 ケ寺 に 3 日 3晩の
『大般若経 』 の転読を行わ

せ ，咎徴の 祈攘 （祈 りは らう事） に つ と め た。こ れ は，太子 へ の畏敬 の 念が 少々 変形 され，ま る で

怨霊 の よ うな存在 と して 見られ て い た事 を示 す もの で あ り， 時代は異な るが 後世起 こ っ た菅原道真

の
一件 を連想 さ せ る出来事で ある

（注 21）。

　そして
，

こ の戦勝祈願の 対象 とな る丿虱潮 は弱 まる事がな く， や が て は平氏撰 と伝 えられ る
『聖徳

太子伝暦 』 （以下 『伝暦 』 と略す）よ っ て， い よ い よ決定的 に なる。因み に こ の著 は ， それ まで の太

子伝に お ける集大成 とも言 える 内容 で ある。（成立年 は諸説 あるが
， 延喜 17 （817）年が有力 と きれ

て い る 。 ）すなわ ち
『
日本書記 』 に 見え る太子 関係の 記事を土台に して年毎に整理 され て い るが ， 同

時 に太子 の行蹟 を様々 な脚色 を持 っ て興 味深 く表現 して い る箇所 もあ り， 正 に合理 性 と虚飾性 を併

せ 持 っ た内容 に な っ て い る。い ずれ に せ よ全体が太子崇拝の念で統
一

されて い る点は過去の 著述 の

精神 を踏襲 した もの と言えるが，そ の 中に 前述の
『
日本書記 』 に ある よ うな ， 四天 王 に戦勝を祈願

す る記述 を，よ り劇的に 表わ し て い る部分が あ り，
こ う した記述 が四天 王 寺＝戦勝祈願の 寺 と し て

定着 した要因 に な っ て い る と考 え られ る 。

　　　是 時　太子生年十六 。 隨大軍後。悲願難済。乃命軍允秦造川勝。 取 白膠木 。 尅作四天王像 。

　　
一

云撃立軍鉾。而發願 日。今使我勝敵。必奉為護世四天王起立寺塔 。 大臣又發願 如此 。 進軍相

　　戦 。 太子復迫 。 此時大連登大榎木。又 云。昇衣揩朴枝 間云 々
。 誓放物部府都大神之矢 。 中太子

　　命舎人 迹見赤檮放四 天 王之 矢 。 （中略）遠逸中大連胸 。 而堕木〔注 22｝

。

　こ の よ う に 四天 王 寺は平安前期 に は戦勝祈願 の 寺 と して 世 に知 られ て い た の で あろ う。それ故 ，

地方武士で ある平将門が朝廷 に対 して反 乱 を起 こ し ， 仲々 こ れ を制圧で きな か っ た時 ， 承和 3 （940）

年の 正 月に 四天王 寺 に お い て 平将門調伏 のた め七壇修法〔注 2S〕が厳修 され た事 は象徴的 な例 で あ る。

しか も， 調伏の 1 カ月後に 将門の 軍が鎮圧 され て し ま うと増々 ，調伏が 効 く霊験灼 な戦勝 の 寺 と し
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て 定着 し て し ま っ た よ うで ある が ， こ の よ うな国家的危機 に 当た っ て 四天王 寺に 調伏 を依頼 した と

こ ろ に，太子信仰の 持 つ 強大な畏敬 の 念を感ずる事が で き る（EZ4 ｝
。

　又 ，

『
伝暦 』は 同時に太子 に 関して は 絶対帰依の 立場 を貫 き

，
そ の 結果太子 に対 し従来の 太子 ＝ 慧

思禅師の後身説 よ りもむ しろ太子 ＝ 観世音菩薩の化身説 を強調 し， あたか も太子信仰 ＝ 観音信仰 と

同一視 され る まで神格化 させ て い る 。

　　　卅
一

年寅庚春二 月。第四皇子橘豊 日尊。用明天皇也。納庶妹間人穴太部皇女為妃。芳斐王之

　　妻也。卅二 年辛卯春正 月朔 甲子夜。妃夢有金色僧容儀太艶。対 己而立。謂之 日。吾有救世之願。

　　願暫宿后腹 。 妃問。為誰 。 僧日 。 吾救世菩薩 。 家在西方 。 妃答。 妾腹垢穢。 何宿貴人 。 僧 日 。

　　吾不厭垢穢 。 唯望尠感人間。 妃答 。 不敢辞譲 。 左右随命。 僧懐懽色 。 躍入 口 中、 妃即驚悟 。 喉

　　中猶似呑物 。 妃意太奇語皇子 。 皇子 答云 。 倆之所育必得聖人 。 自比以 後。 始知有娠 。 妃之妊也 。

　　性殊睿敏。動止閑。枢機弁悟。経干八 月言聞干外。皇子并妃以太奇〔注 25｝。

　 こ の 影響は後世 の 太子観に大きな影響 を与えて お り ，

『
伝暦』の 登場 した後い くつ もの 太子伝が世

に 表れ るが ， 影響 の 多少 はあ っ て も
『
伝暦 』 を何らか の 形で参照 して い る事 は先学の 指摘 する所で

ある 〔庄 26）
。 そ の 中で源為憲の

『
三宝絵詞』 や慶滋保胤の

『
日本往生極楽記 』

〔注 2’｝ （以 下
『
極楽記 』 と

略す 。 ）等は後述す る親鸞の 太子崇拝に も深 く関わ る著述 で あ るが ，
こ れ ら も又 ， 太子 ＝ 観音の 化身

で ある事が 明記 され ， 特に 『極楽記 』 は源信僧都の
『
往生要集』 と共 に宋に渡 り太子 ＝観音説を宋

の 仏教界 に 広め る役 目を果た した もの と思われる 〔注 28）
。

　又 ， こ れ らの 著述 よ り少 し遅れ て 登場 した
『
荒陵寺御朱印縁起』 （以下

『
縁起』 と略す 。 ）も太子 ＝

観音の 化身説の 流れ を受 けた 内容に な っ て い る 。
こ の文書は寛弘 4 （loe7）年 ， 四天 王 寺金堂 よ り発

見 さ れ，し か も， 推古 3 （595）年正 月八 日 ， 聖徳太子 自身が筆を執 り ， そ の証拠の 御朱印二 十五面

を朱肉で押 し遺 したもの として ， 当初 は実に 太子の作 と して 伝 えられて い た 〔注 29｝
。 全体 としては 四天

王 寺の歴史由来 （縁起）及び資財帳 と も言 うべ き貴重な歴史的史料で ある 。 こ の 文書を発見 した の

は四 天王寺 の 僧，慈蓮で あ り，六重宝塔 の 中 よ り発見 された事 に な っ て い るが ， 先学の 研究に よる

と文書 の 内容か ら見て ，恐 ら く平安中期の 創作で あ る事が 明確に な っ た 〔注 3°1
。 しか し ， 平安当時 は ，

太子 の 自筆本 と し て信 じ られ て お り，そ の 影響力は 大 き か っ た もの と推測で きる 。 そ して ，
こ の 文

書の 中に
「
四天 王 寺の宝堂 ， 金堂 は極楽の 東門に 当た る 。 」 との 記述が あ り， 更 に は

「
も し

一
度で も ，

こ の場 を訪 れ
一

香
一

花 を捧げん者 は浄土 の 縁が結ばれ る で あろ う。 」
（注 31） と誓われ て お り，

こ の記述

は あたか も四天王 寺が浄土 へ の 出発地 で ある か の よ うな 印象を人 々 に 植え つ ける には充分す ぎる程

の表現で あ っ た。

　 こ の頃 は正 に源信僧都の 『往生要集』 が 人 々 の 心に 浸透 し出 し ， 浄土 の 思想 に 関心 と憧れ を持 ち

始 め た時期 で あ り， そ の よ うな風潮 の 中，
こ の 文書が普及 す るに つ れ て

， 四天王 寺西門 は い つ しか

「
極楽門」 と呼ばれ る よう に な り， 四天王寺西門へ の信仰 は大 き く発展 して い っ た 〔注 321

。

　 も っ と も四天王 寺参詣 は太子建立 の寺 と い う事で ，太子信仰 と共 に 平安貴族の 問で は ， ある程度

普及 して い た と思われ，例 えば六歌仙の
一

人 と して有名な在原業平 （825〜80）は 四天王寺参詣 の 様

子 を歌に 詠ん で い る 。

　　　　正 月ゆ き ふ る 日， 天 王 寺へ ま い りて
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　　お もへ ど も身を しわ けね ば めかれせ ぬ ゆ きの ともるぞ我こ ころな む

　　よ る べ なみ身を こ そ とお くへ だ つ れ ど こ こ ろは きみが か け りとな りき

　　 し らゆ きのや へ ふ り しけ るか へ るや まか へ るか へ る もおひ にけ るか な（注 33）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
『
在原業平朝巨集』 よ り

　た だ ，
こ れ らの 句を見て も解る ように平安前期の 四天王 寺参詣 は純粋な太子信仰か ら生 まれ た行

為で は な く， む しろ平安末期 に流行 した 熊野詣や高野詣 に近 い もの で
一
種の物見遊山的性格が 強 い

。

まし て や浄土信仰 と四天 王寺が結びつ く事は未だ この 時期に は生 まれ て い な い よ うで あ る 。 そ の 証

拠 と し て ， 前述の
『
極楽記 』 に は太子が最初の 浄土往生の 人 で あ る事は記され て い る に もか かわ ら

ず ， 四天王 寺 と浄土往生の 結び つ き に つ い て は
一

行 も記 され て い な い
。 それ らの 事実か ら ， 恐 ら く

平安前期 まで は四天王寺 は まだ浄土 思想 とは結び つ い て い な か っ た と考え られ る の で あ る 。 それ故

に こ うした太子信仰 と浄土信仰が結 び つ い た の は，恐 ら くこ の
『
縁起』 が登 場 し四天 王寺西門 を浄

土 へ の 門 と して 位置づ けた後，すなわ ち平安中期以降の事 と考 える の が 妥当で ある と思 う。 そ の意

味で 『
縁起 』 の 影響 は浄土信仰 と

， 太子 信仰 と の 結び つ き を考 え る 上 で 極め て 大 きか っ た と言え る

の で は ない だろ うか 。

　 こ うした経緯 に よ っ て 四 天王寺 は 浄土 思想 と結び つ い て ゆ く訳 で あるが ， 具体的に は四天王寺の

西門の 中に沈 み ゆ く太陽 に 人生 の帰着す る浄 き世界 （浄土 ） を念 ずる と い う行為が極楽門 とい う発

想の 起 こ り と考 え られ る 。 そ し て
，

そ の 西 に 沈む 太陽を拝 する行為 自体が
『
観無量寿経 』 （以下

『
観

経 』 と略す）の 中 に説か れ て い る 〈日想観〉〈醐 に 結び つ い て い っ た と想像で きる の で ある 。

『観経』

は浄土教 の 代表 的経典 で あ D ， 後 に 浄土宗の 開祖法然が最 も重要視 した経典 で ある 。 すなわち 太陽

の 沈み ゆ く夕 日の 空 に浄土 を観ず ると い う行為が ，その まま浄土往生の 実践行 とな っ た訳で ，正 に

四天王寺西門 を拝す る信仰が 目本浄土教 の 源流 とい われ る由縁 は こ の 点 に あ る 。

　と こ ろ で
，

〈日想観〉 と は 『観経』 の 中に 説か れ て い る 定善十三 観の 内の 第
一に記 さ れ て い る実践

行で ある 。 そ もそ も 『観経 』 は釈迦が 韋提希婦人 に対 し阿弥陀仏 ならびに極楽浄土 の観想 を説い た

経典 で あるが （蜘
， こ の

「観想 」 に 16種類 のそれが説 かれ て あ り別名 「惣想観」 と も呼ばれ て い る。

これは 仏の すが た を全体的 に観察 する方法で 〈日想観〉は そ の 初 め に説か れて い る観想で あ る 。 ＜日

想観〉 に つ い て 『
観経』 は 次の よ うに説か れ て い る 。

　　　仏 ， 韋提希 に告 ぐ，汝及 び衆生は ， 応 に心 を専 らに して ， 念 を
一処に繋けて西方を思 うべ し 。

　　い か ん か 想 をなす 。 凡そ想をなさん に は ，

一切衆生 は生盲 に非 らざる よ りは ， 有目の徒 は ， 皆 ，

　　日の 没す る を見ん。当に 想念 を起 し，正座 して 西に 向 い 日輪を諦観す べ し ， 心 を して堅 住せ し

　　め ， 想を専 ら に して 移 さず ， 凵の没せ ん と欲す る状 の 懸鼓の 如 くなる を見 よ。既 に 日を見己 ら

　　ば， 目閉 じ 目開 くだ に も，皆明 らな ら し め よ。是れ を 日想 と な し ， 名づ けて初観 と云 う 。 （訓読

　　筆者）

　要す るに 〈日想観〉 とは ， 前述 の 如 く日没 を観想 し て ， 西方の 極楽 を想 う行で ある 。 そ して ， 日

没を観想 する 日本で 最初の 場所が 四天王 寺西門で あ り ，
こ の 門の 上 の 篇額に

「
當極楽土 ・東門中心 」

（極楽土 の東門の 中心 に 当る ）と ある よ うに ，こ こ が 極楽 へ 通ず る門 と し て 日本浄土 教の 発生 の 根元

と な っ た の で あ る 。特に彼岸の 中 日 に は太陽が ま東 か ら ま西 に動 くた め
，

こ の 日 の 日没 に は西門 の
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まん 中を通 っ て 太陽が西の 海 に入 り， あたか も浄土の 存在 を実証 し て い る か の よ うな風景 に なる 。

　 それ故， 『縁起 』 の 登場後，多 くの 仏道者が 四天王寺 へ 参詣 し 〈日想観 〉を修 し て 浄土 を観想 した。

　例え ば
， 平安時代 を代表す る 三 十六歌仙の 1人 で ある女流歌人 ， 赤染衛門（注 36 ） も そ の 1人で ある 。

その衛門が四天王 寺参詣の際 に歌 を残 して い る。

　　　聖霊院に夜更け て ま うで た りしにみ あか しのあか く見 え しに

　　 こ こ に して光 を待たん極楽に 向ふ と聞 き し門 に 来に け り

　　　舎利お が み た て まっ る と て

　　世を て らす時の と もしびな か りせ ば仏の み ち を い か で し らま し

　　　太子 の ぬ か づ きた まふ とてひ たぶ るに あてた まひ け る い しを見 て

　　 こ ふ をへ て す くふ こ こ ろの ふ か けれ ばか め井 の水 はた ゆ る よ もあら じ

　 こ の 三 句だけ を見て も前 の 在原業平の よ うな物見遊 山 とは既に 異 なっ た視点で詠 じ て い る事が窺

え る 。
つ ま り自身の 浄土 に対す る信仰 と太子 へ の 尊敬を感じ取る事が で きる の で あ る 。 実は ， 衛門

は念仏者の
一
家 ， 大江匡衛の 妻であ り ， 息子の拳周 も又 熱心 な念仏者であ っ た 。 又 ， 藤原道綱の子

で融通念仏宗の 祖 ， 良源の 弟子 であ っ た道命 とも親交が あ っ trlt「37）
。 それ故 ， 歌の 響き の 中に も仏縁

を感 じる程の深 みが ある 。 そ うした文化人 た ちが 四天王寺参詣 を積極的 に行 っ た ので ある。

　そ の 他に も藤原道長の 長女で ある彰子 が長元 4 （1031）年， 四天 王寺 に 参詣 し， 西門で 日想観を修

し て い る 。 又 ， 道長の 五 男 ， 頼通 も永承 3 （1048）年， 高野山の途次に 四天 王寺を訪れ西方礼拝を行 っ

て い る（G38 ）
。

　更 に鳥羽法皇 は大治 2 （1127）年か ら仁平 （1153）年の問に 8回 も四天 王寺 を参詣 し ， 久安 5 （1149）

年に は 自ら念仏堂まで 創建す る程の 熱心 さ で あ っ た 。 そ し て ， そ の 都度 ， 献灯 ・読経・諷誦 ・修法 ・

講説 はもとよ り仏舎利の 頂礼 ・聖霊院の 拝礼 も欠か さず行 っ た 。 又 ， 百万遍の念仏や阿弥陀講 ， 往

生講 など も修 して い る 。 法皇 は終生 ， 太子 と念仏の 信仰 を持 ち続 けた 〈M39 ）
。

　又，康治 2 （1143＞年，藤原忠実 の参詣 に従 っ た藤原頼長は次の よう に 記して い る 。

　　　余昇堂上 ，奉礼聖 霊 二 度，用拝太子 之 礼， 仍不 三拝 ， 祈請云 ， 若摂録天下之時 ， 願任十七条

　　憲行之 ，此心無変 ， 令天下撥乱反正矣｛tt4e〕
。

　 つ ま り頼長は ， もし も自分が天下 を治め る よ うな事が あれ ば， そ の 時は太子 の 十七条憲法を基 に

して 政治 を行 う， とま で 誓 っ て い る の で あ る 。

　 こ の よ うな貴族た ち の 四天 王寺参詣は平安中期 よ り盛 ん に行 われ て い た よ うで ある 。 又 ， 親鸞に

関係の深 い
， 関 白九条兼実 も又 ， 四天 王寺に お ける念仏者の ユ人で あり ， 後 に法然 よ り授戒 を受け

る程 の篤信者 も貴族 の 中か ら生 まれ て きた 。 又 ， 兼実の 弟 で 天台座主 を 四 度 も経験 し て い る慈円 も

天王 寺参詣 を行 い 歌を残 して い る
（注 411。従 っ て ，親鸞が藤原貴族 の 流れ を汲む 日野家の 出身で あ る事

が確か で ある とす るな らば ， 恐 らく日野家 も又 ， 四天王 寺 へ 参詣 し 日想観 を修 し念仏講等に参加 し

た可能性 も否定 で きな い 。 前述の よ うに貴族の 四天 王寺参詣 は通 例の 如 く行わ れ て い た事を考慮す

る と，日野
一

族 の 中に既 に 太 子信仰 を含む念仏の信仰 を持 つ 者達 も存在 して い た の で はな い か と想

像 で きる の で あ る。

　以 上 ， こ こ ま で親鸞の 太子 信仰 を考え る 上 で 重要 とな る太子信仰 の 歴史 と そ の 特性 に つ い て 特に
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天台宗 と四天王寺 に 関係す る事例 をと り上 げて 言及 した 。 そ の結果 ， 親鸞が 9歳よ り修学 した 日本

天 台宗の 本拠地比叡 山延暦寺は 開基 の 最澄 自らが強 い 太子信仰 を持ち ， そ の 門弟の 円仁 も乂 ，太子

の 夢告 に よ っ て無事 ， 唐 よ り帰 国で きたと語 る ほ どの 太子観 を持 っ て い た 。 そ して そ の 円仁の 建立

した常行三 昧堂 にお い て も『止観 』に お ける慧思禅師の 文 を通 し て太子の 存在を意識す る状況 にあ っ

た 事を推測 した。又 ， 太子 ゆ か りの 四天王寺 に お い て は戦勝祈願 の 寺 として の歴史が あ る
一方 で ，

『縁起 』の 登場 に よ っ て四天王寺 の 西門は極楽 へ の 入 口 と い う事 で ， 平安中期以降は浄土教 の源 と し

て 法皇は じめ 多くの 平安貴族た ち の 信仰の 拠 り所 と し て 発展 した 。 そ して ， 親鸞 自身が藤原氏 の 流

れ を汲む 日野家の 出身で ある事 を考 え るならば ， 恐 らく四 天王 寺参詣 は貴族の た しな み として 認識

して い た可能性に つ い て も推論 を試み た 。 しか も， 親鸞の 叡山修学期 に は四天王 寺はあたか も浄 土

教 の 源 として 位置づ け られ てお り， 加 えて 四天王寺 の別 当が延暦寺か ら選 ばれ る等 ， 四天 王寺 は犬

台宗 と密接 な関係に あ っ た事は前述の 通 りで ある 。

　こ うし て 見て くる と親鸞を と り巻 く環境 は様々 な状況か ら見て 太子 と関わ りを持 っ て い た と言え

る 。 つ ま り歴史的に も宗教 的に も太子信仰の気運があ っ た と想像で きる 。 又 ， 家系 の 上 か らも太 子

信仰 を身近 に 接す る可能性 もあ っ た と思わ れ る。例 え ば，親鸞 と ほぼ 同世代 の 法然門下 に 西山 1証空

が い る が ， 彼 も又 親鸞同様 に厚 い 太子信仰 を持 っ て い た 恠 42 ）。しか も，証空 は京都生 れ で 家系は村 ヒ

源氏 の 流れ を汲む久我
一

門の 出身，
つ ま り証空 も平安貴族 出身 な の で ある 。 こ れ に対 し ， 地方豪族

出身で あ る元 祖， 法然 に は強 い 太子 信仰 を感 じさ せ る記述が 見当た らない 悩 3｝
。 法然 は承安 4 （1174）

年 に 四天王 寺へ 借住 し，

『
法然上 人絵詞』に も太子 と四天 王寺 に つ い て の 言及は ある もの の ， そ れ は

一
般的な宗教体験 の 域を超 え る もの で はな い 。又，四天王寺 に 関する和歌 も存在す るが 客観的な内

容で ある 。 従 っ て ， 京 の 平安貴族 の 間で行われ て い た四天 王 寺参詣の 状況 を考え る 時 ， 親鸞 ， 証空 ，

慈円の 貴族 出身者が い ずれ も太子信仰に殊の他熱心な事 と京貴族の こ うした参詣風習 とは ， と て も

無関係 とは思 えな い 何らか の つ なが りを感 じるの で ある 。

　 い ずれ に し て も親鸞が太子 の 教え に触れ る環境に あっ た事 は こ れ まで述 べ た通 りで ある。つ ま り，

家系の 上 か ら も修学した延暦寺 の 学風 か らも ， そ して 浄土教の 発展 に よる四天王寺参詣 と い っ た歴

史の 流れ か ら も太子信仰 へ の 環境 は充分整 っ て い た と考え られ る 。 しか し， そ う した環境だけ な ら

ば他の 仏教者の 中 に も同様の 境遇の 者 もい た はずで ある 。 に もかかわ らず親鸞が 日本仏教史上だ れ

よ りも太子信仰が 強か っ た理 由は
一
体 どの よ うな背景が 関わ っ て い た の か ， 次に こ の課題 を中心 に

し て親鸞の 生涯 を辿 りな が ら太子 へ の かか わ り に つ い て 考 え て みた い 。

注 1　 田村芳朗著
『
日本仏教史入 門』 第 5章よ り P．70〜71。 （角川選書）

注 2　 石山寺古写本の
『
叡山大師伝』 に は

「
是 時邂逅値遇知天 台法文所在人 。 因茲得写取円頓止

　　観。法華玄義。并法華文句跣 四教義。維摩跣等。此是故大唐　真和上所将来也。」 とあ り，円

　　珍 の 『比叡 山延暦寺元初祖師行業記 』 に も同様 の 記述が 見 える 。 （佐伯有清著 『伝教大師伝の

　　研究』 P．208〜9。 （吉川 弘文館））尚 ， 鑑 真が舶載 した 仏典等は 『鑑 真和上 東征伝』 に見 え る

　　が ， 記載 され て い る もの だ け で 経論律 48 部 に の ぼ る 。 （井上薫述 「
鑑真

一
滄海を渡 り来日 し

　　た唐の 高僧 」 P．55。 『総集編 ， 日本史名僧 もの し り百科 』 （新人物往来社））
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注 3　 同 じく 『叡 山大師伝 』 に は
「（延暦）三 年秋七 月 。 ヒ第二 船 。 直指西方 。 於滄海 中。卒起黒

　　風 。 侵船異常。 （中略）始扇順風 。 未久著岸 ． 名為 明州鄒県 。 此台州近境也 。 」 とあ り前途 の

　　円珍の
『
行業記 』 や三 善為康の

『
捨遺往生伝 』

一
叡山根本大師最澄伝 ，

『続 日本後記 』 承和九

　　年の条 ， 等に同様の 記事が見 られ る 。 （佐伯著 『伝教大師 の研究 』 P ，314）

注 4　智顕 （538〜597）は 18歳で 出家し ， 光州大蘇山に住 し て い た 慧思禅師に詣 っ て 心観を受 け ，

　　更に また法華三 昧 を行 じた 。 詳細 は 『続高僧伝 』 巻十七 ，

『大唐内典録 』 巻十 ，

『止観輔行伝

　　弘決 』 巻
一

， 等 に 掲載 。 （李載 昌， 斉藤昭俊編 『東洋仏教人名事典 』 （新人物往来社））

注 5　最澄 の 弟子 ， 光定 に よ っ て 著 され た 『伝述
一

心戒文 』 に よ る。（田 中嗣人著 『聖徳太子信仰

　　の 成立 』 （吉川 弘文館）P，162。

注 6　徳
一

（760〜835＞は法相宗の 学僧で 藤原仲麻 呂 （別称 　恵美押勝）の子 と伝え られ る 。 著

　　述 も多 く 『中辺義鏡』 20 巻 ，

『唯識論異補欲 』 20 巻 ，

『法華新疏 』 14巻等が残 され て い る 。 尚 ，

　　徳
一

と最澄が仏教論争 を展開 した中心点は三 乗一
乗の問題で ， 要す る に 天 台の 法華

一
乗の 思

　　想 と奈良の 法相三 乗の 思想 は どち らが優れた仏教で ある か
， とい う論争で あ る 。 徳

一
の 名は

　　他 に
「

得
一

，徳逸 」 等 と表わ す場合 もある。（渡辺守順著
『
伝教大師最澄の こ こ ろ と生 涯 』 第

　　六章参照）

注 7　 空海 （773〜835） は嵯峨天皇の時代 ， 弘仁時代に 目ざ まし く活躍す る 。 都 へ 入 っ た空 海は

　　天皇 の 恩寵 をこ うむ り，出世街道 をまい 進する。又 ， 奈良仏教 は最澄 に対 して は非常に 好戦

　　的で あ っ た空海 に対 して は好意 的で あっ た。空海 は最澄 と奈良仏教 と の対立 を利用 しなが ら ，

　　天皇家や 政府の 実力者 と結び つ い て教壇 を拡大させ て い っ た 。 （梅原猛著
『
空海の 思想に つ い

　　て 』 （講談社学術文庫） よ り四 ， 空海にお け る密教思想の 発展 を参照 。

注 8　 こ の 漢詩 は最澄の弟子 光定が承 和元 （834）年に 著した
『
伝述一

心戒文』 巻中に 収め られ て

　　 い る 。 （前掲書 ， 佐伯著
『
伝教大師伝の研究』 第 1章 ， 第四章参照 。 尚 ， 全文 は前掲書， 田 中

　　著
『
聖徳太子信仰の 成立 』 第三

， P．162に従 っ た 。

注 9　 この 記事は
『
叡山大師伝』 に は記 され て い な い

。 （菊地勇次郎著
『
源空 とそ の 門下 』II一二

　　参照 。 〉

注10　『
類聚三代格 』 巻二 「

経論并法会請僧事」 に ある天 長 2 （825）年 2 月 8 日付
「
太政官府」

　　に お い て は
「応定正月金剛会聴衆及四天 王 法隆両寺安居講師事」 と定め られ て い る 。 （前掲書

　　
『
聖徳太子信仰の 成立 』四 ， 平安時代の 太子信仰 P。163。 菊地勇次郎著

『
源空 とそ の 門下』 II・一

　　二 四天王 寺の 念仏， 参照 。 ）

注 11　前掲書 『
源 空 とそ の 門下 』 II参照。

注 12　 『大乗経典 』 〈中国・
日本篇〉 第十七巻 （中央公論社） よ り

『入唐求法巡礼行記』 （木内堯央

　　訳） P，204。

注 13 徳永真
一

郎著
『
聖 徳太子 』 （成美文庫） よ り 〈太子信仰〉 の 条参照 。

注 14　田村芳郎著
『H 本仏教史入門 』 （角川 選 書 25）第七章 ， 参照 。

注 15　 『摩訶止観 』 （関 口真大校注）上 ， 第 1章第 2 節 「修行」 よ り参照 。 （岩波文書）

注 16　 『教行証文類 』 に は全六巻 の 内， 行巻 ， 信巻 ， 化身土巻 に 引用 して い る （定本
『
親鸞聖人 全
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　　集』 第 1巻 （法蔵館）参照 。

注／7　「
智者は南岳に 師事す。南岳の 徳行 は思議す べ か らず， 十年専 ら に し ， 七載は方等 ， 九旬 は

　　常坐 ，

一
時 に 円か に 証 り， 大小の 法門朗然 と し て 洞か に発 した も う。南岳 は恵文禅 師に事 う。」

　　 （序章）

　　　「

武津 （南岳禅師の こ と）は講 じて い わ く，

「一生 に して 銅輪に 入 らん こ とを望み し も，衆

　　を領 する こ とはな はだ早 くして ， 求 め る こ と を克 くせ ず 。 」 と， 願文 を著わ して い わ く，

「択

　　べ
， 択べ

， 択べ
， 択べ 」 と。高勝 ， 執 を垂 る， もっ て 鏡 とす べ し 。 修行して こ こ に い た らば，

　　審 らか みずか ら斟酌せ よ 。 智力強盛な らばす べ か ら くひ ろ く利益すべ し ， 大象が 詳押すが ご

　　 とし。 」 （第七章 ， 第九節安忍）

　　　南岳 師の い わ く， も しみずか ら物あ っ て償うは善 し。 もし み ずか らは物な きは ， 行法 を廃

　　し て 四 方に馳求せ ん と欲す 。
こ れ に 二 儀あ り。衆生の 罪 はな ん ぞ量 らん ， 三 宝 を負貸す る こ

　　 とただ
一

条 に あ らず ， 羅漢 の ごと きは ， さ き に直 に 道 を取 っ て い まだ業を償 う に遑あ らず ，

　　故に觝責 と名つ く。 行者 もし道場 を廃して乞匈を行 じ ， 粉動する こ と数年 ならば ， あに 魔事

　　にあ らずや。い ましば ら くい まだ償わ ず， た だ志 を決 して諸仏 の 実法を修行 し， わ が成立 を

　　展ぶ 。成 と は，煩悩 を破 し て 無生忍 に 入 る を持 っ て ， 法身の地 に お い て ひ ろ く
一

切の 三 宝 を

　　供養 し ， 還 っ て 生死に 入 っ て も っ て 衆生 に 償うな り。 菩薩は ， その と き觝責 と名づ けず 。 立

　　とは ， 功夫著満 し， 名行豎立 して 果報み ずか らい た らん と きを待 っ て
，

ま さ に 三 宝 に償 う べ

　　 し 。 こ れ觝負 して 償心 と名づ けざ る に あ らず， 小 し く乞 うて 申延 して 展立 を期す る の み 。
こ

　　れ あ に 好事 に あらずや 。 も し行法 を廃 して道場を出ずれ ば ，
こ れ決 して すべ か ら く償 うべ し。

　　読誦 し聴覚 し ， 私の衆務を営む こ とを得ざれ ， 決して まさ に 方便 して財 を求めて これ を償 う

　　 べ し ， と。こ の釈 は優 婆塞戒経 と同 じ 。 」 （第七章第四節二 ）

　　　 『
摩訶止観 』 に は以上 の如 く， 南岳慧思禅師の 文が説かれ て い る 。 （注 15前掲書）

注 18　 『日本書記 』 下 （宇治谷孟訳講談社）よ り巻第二 十
一

用明天 皇　橘豊 日天皇及 び巻第二 十二

　　推古天皇　豊御食炊屋姫天皇の 条を要約 。

注 19　中村元著 『聖徳太子 一 地球志向的視点か ら』 （東京書籍）よ り第 1章聖徳太子 と奈良仏教，

　　 四天皇寺信仰参照 。

注 20 名濱匱夫述 「
四天王 寺界隈」 （

『NHK 国宝 の 旅 10」 （NHK 出版））参照 。 尚， 西門の石の 鳥

　　 居は，明神形鳥居で あ っ て
「
石の 華表」 とも言われ て い る 。 寺の 門に鳥居が立 っ て い る の は，

　　 聖地結界 の 四門 と し て 建て らた もの で ， イ ン ド中部に あるサ ン チ の 大塔 （BC 　2　c ）に は四門の

　　 結界 と して 鳥居様の もの が立 っ て い る 。 我国で は神社の 象徴と して鳥居が 建て られ る の が
，

　　 四天王寺 の 西門鳥居 は
「一

大乗」 を唱え た聖徳太 子の 仏教精神を象徴 した もの で ある 。

　　　 （奥田慈應 述
「
四天 王寺 」 P．485。 （四天 王寺編 『

聖 徳太子讚仰 』 （中外 日報社））参照 。

注 21 棚橋利光編
『
四天王 寺年表 』 （清文堂） よ り承和三 年 の 条。

注 22　平氏撰 『聖徳太子伝暦 』 上 巻用明天皇 2 年 7 月条か ら掲載 。 （
『
続羣書類従第八 輯上 』 （東京

　　 續群書類従完成会）十帖 目）

注 23 台密 に お い て七 壇 を構 え て 修す る七仏薬師の修法 。 薬師如来を本尊 と し息災安産 を祈 る修
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　　 法 。 中村元著 『仏教語大辞典 』 よ り
「
七 壇の 御修法 」 の項参照。

注24　注 21 に 同 じ
。 天 慶三 年の 条。

注25　注 22 と同 じ史料よ り欽明天 皇 32年の 条か ら掲載 。

注26　武田 賢壽著 『太子信仰の 研究』 （文光堂書店）第 2 章平安時代の 太子信仰 ， 3 「
聖徳太子伝

　　暦の 特色 」 参照。及び山崎慶輝著
『
皇太子聖 徳奉讃七十五 首の 考察』 （永田文昌堂）よ り第 6

　　章 皇太子聖徳奉讃 （七 十五首）の 素材解説 ，
二 聖徳太子 伝暦 ， 参照 。

注 27　
『三 宝絵詞 』 も

『
日本往生極楽記』 も共 に親鸞晩年の著作で あ る太子和讃集 『皇太子聖徳奉

　　讃 』
『大 日本国粟散王聖徳太子奉讃 』 の 創作 に お け る重要な参考資料に な っ て い る 。

注 28　
『往生要集』 の末尾 に は宋へ こ の 書 を送 る際 の 申状が添 え られ て あ り， そ の 文 に依 る と 『往

　　生要集 』 と共に 良源の 『観音讃 』， 慶慈保胤の 『
十六 相讃』

『
日本往生伝』 （日本往生極楽記 の

　　事）， 源為憲の
『
法華経賦 』 等の 書が 宋へ 渡 っ た事が 記され て い る 。 （『真宗聖教全書第 1 巻 P．

　　 925〜6）

注29 金治勇述 「
四天王 寺本願縁起 と太子信仰 」 よ り （

一）本願縁起 とそ の 時代 ， 参照 。 （四天王

　　寺編
『
聖 徳太子讃仰 』 （中外 日報社））

注30　金治勇博士 に よ る と 「
縁起 』 作成年時は恐 ら く， 平安中期で あ り， 作者は四 天王寺 の寺僧

　　 に よ っ て 製作 され た仮託 の 文書で ある と明言して い る 。 こ の 年時 に つ い て 赤松俊秀博士 は寛

　　弘 4年 （発見 の 年） の直前の 作 と言わ れ ， 田 中重久氏 は ，
こ の 著の 作者を発見者で ある 慈運

　　 そ の人 で はな い か と推定 して い る。

注 31　『縁起』 本文 に は 「賓塔金堂相當極楽土東門中心 」
「
若孳

一
香

一
花恭敬供養 。 若以一塊一塵

　　抛入此場 。 遥聞寺名遠見拝恭 。 如期等者結
一
浄土縁 。 」 と記 され て い る 。 （「續群書類従』 第二

　　十七輯 ， 巻八 百二 の 三 百三 十二 頁。）

注32　四天王寺西門の 鳥居 に は大篇額が か か げられ て お り， そ の 銘文 は
「

釈迦如来　転法論処當

　　極楽土 　東門 中心 」と ある 。
こ の 4 句 16 文字 は聖徳太子の 作 と伝承 され ， 太子 の教学 と信仰

　　を端 的に 詮表 して い る 。 そ の筆跡は弘法大師 ・小野道風 と伝 え られて い る が未詳 。 極楽門 は

　　銘文 の 中に ある極楽の文字 に 由来す る 。 因み に 西門は現在 ， 国の 重 要文化財 。 （奥 田慈應述
「

四

　　天王 寺 」 よ り四，四天王寺西門の信仰 ， 参照 。 前掲書
『聖徳太子讃仰』 よ り）

注33　新編 「国歌大観第七巻　私家集編 m （角川書店）よ り 〈業平集 ［2業平］＞P ．104〜106 を掲

　　載 。

注 34　「真宗聖教全書 」 第 1巻 （大八木興文堂〉掲載の
『
観無量寿経 』 を参照 とす る 。

注 35 訳者は 中央 ア ジア出身の 薑良耶舎 （382〜442） に よ っ て劉宗の 元 嘉年中 （424〜453） に 訳

　　された と推定 され る 。 こ こ に説か れ る十六観 の うち に極楽 を上品，中品 ， 下品 ， の 三 種類 に ，

　　更 に それ を上生 ， 中生 ， 下 生に 分 け ，
い わ ゆ る 九 品 と す る説 は有名 。

「

南無 阿弥陀仏 」の 名号

　　を称 え る こ と も ，
こ の 中の下 品下生 に あ り称名念仏 は ，

こ こ を拠 り所 とする 。

注 36　新編 『国歌大観 』 第三 巻　私家集編 1 （角川 書店）よ り く赤染衛門集＞530，531，533を掲載 。

注 37　菊地勇 次郎著
『
源空 とそ の 門 ド』 （法蔵館） よ り天土 寺の 念仏 （二 〉参照 。

注 38　同上 。
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注 39　同上　天王寺の 念仏 （三 ）参照 。

注 4  藤原頼長 （1120〜 56）は後に保元 の 乱を起 こ す等 ， 権力 に執着 し 「悪佐府 」 と も称 さ れ た

　　人物で あるが
， 若 き日々 は実 に学問 に熱心で 〈日本

一
の 大学生 ， 和漢の 才に 富む 〉 と称 さ れ

　　る程の英才で あ っ た 。 こ の 文 は彼 の 日記で あ る
『台記』 の 23歳の 時 ， 康治 2年 10月 22 目 の

　　条で ある。（前掲書 『聖徳太子信仰 の 成立 』 よ り第三
「
太子 信仰の推移」 参照 。 及 び， 大山喬

　　平述 く藤原頼長〉 の 項 を参照 。 （世界大百科辞典 19 （平凡社））

注 41 慈円 は慈鎮和 尚 と も称さ れ る 。 四 天王 寺参詣 の 際に は
「実 に 百首以上の 歌 を作 り，そ れ は

　　『
拾玉集」 第三 に収 め られて い る 。 （新編

『
国歌大観』 第 3巻 ， 私家集 P、　696）

注 42　善恵房証空 （1］77〜 1247）は村上 天皇 の 皇子 ， 具平親王 に始まる村上 源氏の 流れ を汲む久

　　我内大臣通親の
一

門，加賀権守源親季の 長子で京都に 生 まれて い る 。 法然門下の 中で は特 に

　　太子信仰 に 縁の深 い
一

人で ある 。 （
『
望月仏教大辞典』 の第 3巻 く証空〉 の項参照。）

注43　塚本善隆述 「
鎌倉新仏教の 創始者 と そ の 批判者 」 よ り く法然の 半生〉 参照 。 （『

日本の 名著

　　 5　 法然 ， 明恵 』 （中央公論社））

第 4 章　親 鸞若年期の 太子信仰

　親鸞の 生涯 の中で太子 の存在が如何 に重要な意味 を持 っ て い る か ， とい う問題 は太子 に 関す る著

述 の多さに よ っ て窺 い 知る事が で き る 。 すなわち晩年の 作で あ る
『
皇太子聖徳奉讃』 や

『
大 日本粟

散王 聖徳奉讃』 を初 め
『上宮太子御記 』 ある い は

「
三骨

一
廟文 』 等を見 るだ けで も親鸞に お け る太

子 へ の 信奉は相当に強か っ た もの と思わ れ る。こ の 点 に関 して は 先学 も同様で あ り， 親鸞の 研究を

する者で 太子の 存在 を軽視す る例は稀で ある。それ程，親鸞の生涯の中で 太子の 占める位 置は大 き

い と言 っ て良い
。 しか し ， それ には まず親鸞と太子 との関わ りを明 らか に する必要が あるだ ろ う。

　そ こ で本章で は先学の研究 を基 と して親鸞 と太子 と の 接点 に つ い て 言及 した い 。まずは親鸞の 若

き 日の 様子 を伝 え る資料か ら見て ゆ く事 に しよ う。初 め に 示す文害 は親鸞の 妻で ある恵信尼が越後

の 国で親鸞入滅の 報に接 し ， 京 に 居る末娘の覚信尼に 送 られ た 手紙の 右端の 余 白に 記 さ れ て い た 文

で あ る 。

　　　 こ の文ぞ ， 殿 の比叡の 山に堂僧つ とめて お は しけ るが
， 山を出で て ，六角堂 に 百 日こ もらせ

　　給 い て ， 後世の 事 い の り申さ せ 給 い ける 九十五 日の あか 月の ，御示現の 文 な り圃 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （『恵信尼文書』 第三 通）

　 こ の中に記され て い る
「堂僧」 に つ い て は ， か つ て 諸説 出され 議論の対象 にな っ た事 もあ っ た が ，

結局常行三 昧堂 に住む修行僧で あっ た ， とい う事で今 日 で は こ れ を定説 と して い る
（if2）。こ の常行三

昧堂 は前章で 触れ た が， こ の 堂 は慈覚大師円仁 の 建立 した念仏の 道場 で ある 。 こ れ は円仁が唐留学

の 際 ， 五 台山の 竹林寺に お い て念仏を学 んだ事に 由来す る 。 そ して ， 円仁の 遺言に よ っ て七 日間の

不 断念仏 を修す る道場 とな っ た。 こ の 常行三 昧は
『摩訶止観 』 を基礎 とす る行で あ り ，

こ の 書 に は

天 台大師智顕の 師で ある南岳禅師の 教 え が 数多く記 さ れ て い る。 こ の 事 は本願寺第三 世覚如の
『親

鸞聖人伝絵 』 （以下 『伝絵 』 と略す）に も 「 しばしば南岳天台の玄風 をとぶ らい て ， ひ ろ く三 観仏乗
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の理 を達 し」
（za3 ） とあるよ うに 南岳禅師の教 えは当時 も天台宗 の 宗風 とし て 生 き続 け て い た事を示

す もの と考え る 。

　そ し て ， 前述の 通 りその南岳禅師の後身 （生 まれか わ り） こ そ聖徳太子で あ る とい う説が奈良時

代 に 来 日した あの 鑑真和上の 周辺か ら涌 き上が り， その後 も太子 の伝記が 編さん され る毎に語 り継

が れ て きた。恐 らく親鸞 もこ の太子 の南岳後身説 は聞 き及ん で い た に ちが い な い
。 それ故 ， 晩年の

著で あ る
『
上 宮太子御記 』 の 末尾に ある

「
文松子伝」 に はわ ざわ ざ印度の 勝鬘婦人の 次に 「晨旦　恵

思 （南 岳）禅帥」 と書写 して お り， 暗に
「
観音

一
勝 曼

一
南岳

一
太子 」 が

一
貫 した後身で ある事 を示

唆 して い る よ うで ある
〔E ‘）。

　要するに親鸞 は南岳後身説 も含めて全 ての後身 は観音の後身 と考え ， イ ン ドの 勝鬘婦人，中国の

南岳禅師そ して 日本の 聖徳太子 も全てが観音の 化身で あ る ， と示 し て い る よ うに 思 え る 。 それ 故，

あえ て 南岳禅師後身説を否定せ ず又 ， 強調 も して い な い と考 え られ る 。 恐 ら く勝鬘 ， 南岳 ， 太子は

全て 観音 の化身 とい う考え の元 に親鸞は太子 を信奉の 対象に位置づ けて い る よ うで ある 。 それ は晩

年の和讃や 『三 骨一廟文 』 に も記されて い る通 りで あ る 。

11）聖徳太子印度ニ テ ハ

　　　勝鬘婦人 トム マ レ シ ム

　　　中夏　晨旦 ニ ア ラ ワ レ テ

　　　恵思禅師 トマ フ シ ケ リ 『皇太子聖徳奉讃 』
（闘

3）帰命尊重聖徳皇

　　 用明天皇 ノ親王 ノ トキ

　　 穴太部 ノ皇女 ノ

　　 御 ハ ラ ヨ リ誕生 セ ル

5） ワ レ コ レ 救世菩薩 ナ リ

　　　イエ 西方 ニ ア リトシ メ シ テ ソ

　　 オ トリテ御 ロ ニ イ リタ マ フ

　　 ハ ラ マ レ イ マ ス 菩薩 ナ リ

　　 『大 日本粟散王聖徳太子 奉讃 』
（糊

　更 に 『三 骨
一

廟文』 で あるが， これは前述 の 『上宮太子御記 』 の 末尾に 『文松子伝云 』 とし て 附

記 された十行 二 十句の 偈文 （
『
廟崛偈 』 と称す る）か らの 抜文で ある 。

　　我身救世観世音　定慧契女大勢至

　　生育我身大悲母　西方教主彌陀尊

　　為度末世諸衆生　父母所生血 肉身

　　遺留勝地此 廟崛　三 骨
一
廟三 尊位

こ の 文 を本来の
『廟崛偈 』 と重 ね る と次の よ うに なる。
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　　　　　　 『廟 崛偈 」

大慈大悲本誓願　愍念有情如
一

子

是故方便従西方　誕生片州興正法
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　　　我身救世観世 音　定慈契女大勢至 　　　我身救世観世音　定慈契女大勢至

　　　生育我身大悲母　西方教主彌陀尊　　　生育我 身大悲母　西方教 主彌陀尊

　　真如真実本
一體　

一
體現三 同

一
身

　　片域化縁　己盡　還帰西 方我浄土

　　　為度宋世諸衆情　父母所生血肉身　　 為度末世諸衆情　父母所生血 肉身

　　　遺留勝地此廟崛　三 骨
一廟三尊位　　 遺留勝地此廟崛　三骨

一
廟三 尊位 （副

　　過去七 佛法輪処　大乗相応功徳地

　　
一

度参詣離悪趣　決定往生極楽界

　　〔印度號勝鬘夫人　晨旦称恵思前師〕

　こ の 中に 記 される
「
三 骨

一
廟」 とは磯長 （現在奈良県太子 町） にあ る太子 廟の碑文 の事で ある。

こ の 廟 に は太子 と太 子の母 で ある間人皇后 ， 太子の 第三妃 の膳部大郎女の 3人 を 1度に葬 っ て ある

事か ら
「三 骨

一
廟」 と称 さ れ の で ある が ， こ こ に 刻まれ て い る偈文 を

『廟崛偈 』 と呼ん で い る／．b 先

学は こ の偈 の創作 は恐 らく平安末期 と推測 して い るが こ の 偈 に よる と太子が救世観音 ， 間人皇后 が

阿弥陀仏 ， 膳部大郎女が 大勢至 （菩薩） とな っ て い る 。 この よ う に 阿弥陀仏 と観世音菩薩や勢至菩

薩 との 関係 を親子 ， 兄弟 に比 して記 した例 は 『悲華経』 や
『
観音授記経 』 等に 見 られ る 。 この場合

は西方浄土 の 三 尊 と同 じ型 を成 し
，

三 尊は 本誓願の 立場 よ り見れ ば 「
三 即

一
」 で あ る 。 そ の 意味に

お い て
「
真如真実本

一
體　

一
體現三 同

一身 」 と記 して い る の で あろ う。 ただ し本来 の 『廟崛偈．1i　 Vこ

は前述 の
「
印度號勝鬘婦人　晨旦称恵思禅師 」 の文字が なV ・ （tes）

。

　又 ， 磯長 の廟地が
「過去七仏 の転法輪処 」 と述べ て い る点 は前章で 述べ た 『御手印縁起 』 に お い

て ， 四天 王寺 を
「
釈迦仏の 転法輪処 」 と記 して い る事に相応 する と考 えられ，更に 『廟崛偈 』 （

“
は

こ の 地に
一
度参詣す る も の は ， 決定し て極楽へ 往生す る と述 べ て い る事は 『

縁起』 に お い て 四 大 王

寺に
一

香
一
花を献 けて恭敬供養 し ， 遥 か に寺 の名を聞 き遠 く拝恭 せ ん者 は

一浄土の縁 を結 ばん ， と

記 して い る箇所 に相応す る内容 であ る（醐 。 こ の ような点か ら 『廟崛偈 』 は四天王寺 『縁起 』 の影響

を多分に 受 け て い る文 とい え よ う。 そ して太子 と浄土信仰 を結び付け る証 しの 文 として も ，
こ の 偈

文 は重 要 な意味を持 っ て い る と言 え る 。

　 こ の よう に 親鸞は太子 を観音の化身 として終生信奉して い た もの と思 われ る 。 そ して ，
こ の 考え

は親鸞の入滅後も引き継が れ例え ば本願寺第三世の 覚如の著 した
『伝絵』 に も太子 を観音 の化身 と

して上 巻第三 段に
「
太子 また観音の 垂迹な り」

個 ゜） と記 し親鸞の 太子観を継承 して い る 。

　 と こ ろ で
『伝絵 』 に は親鸞 と太子 の 関係 を語 る重要な 逸語が 掲載 さ れ て い る。つ ま り，上巻第三

段 目で は親鸞が 29 歳 の 頃 ， 京都 の 六 角堂 に於 い て 救世菩薩か ら夢の 中で 「 もし もあな た が女性 を求

め る の な らば ， 私が そ の 女性に な っ て あげよう。 」
（th11 ）等 と告げ られ ，

こ の 文 は親鸞が正式 な結婚 を

す る き っ か け に な っ た も の と考え られ る 。 又 ，
こ の 夢の話は

一
見す る と後世の 創作の よ う に も思 え

る 。 しか し親鸞 と同時代 に 生 きた高 LLI寺の 明恵 （1173〜1232） は夢 を大切 に し
『明恵上人夢記」 と
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go 真宗に お ける太子信仰 に つ い て

い う著作ま で残 し て い る事 を考える と
， 中世 の人 々 に とっ て 夢 と い うもの は現在 の 我々 に は想像 も

で きな い くらい 人生に お け る大切 な啓示 として とらえ て い る事が窺 え る 。 要す る に 中世 の 口本人に

と っ て夢は預言であ り予 言で あ っ た と考え るln’IZ）
。

　 そ して ，
こ の 六 角堂で の 夢 に つ い て は親鸞の 妻 ， 恵信尼 も同様 の証言 を し て い る 。 そ れ は 先の 手

紙 の 本文 の 中に 記 され て い る 。

　　　山を い で て ， 六 角堂 に 百 日籠らせ給 て ， 後世 を祈 ら せ給 ける に，九十五 日の 暁 ， 聖徳太子 の

　　文 を結す びて ， 示現 に あずか らせ給て 候 けれ ば，やが て その暁 い で さ せ 給て，後世の助か らん

　　ず るえん に あ い ま い らせ ん とた ずね ま い らせ て ，法然上人 に あい まい らせ て ， 又 ， 六 か くだ う

　　 うに 百 日 こ もらせ 給て候 け る や うに
， 又百か 日 ，

ふ る に もて る に もい か な るだ い 事 に もま い り

　　 て あ りし に （tt　
13 ）

，

　 これに よ っ て親鸞が体験 した六角堂の告命は実際に親鸞の体験 した実話に 基づ い た もの とい う事

が 実証 で きるの で ある。又 ，
こ の 文 に は

「
伝絵』 に は記 し て い な い 部分 も多 くあ り例えば六 角堂 に

は 100 日の 参籠 を決意 し た と こ ろ
， 実 に 95 日目に 聖 徳太子の 示現に 会 っ た事 ， そ し て 示現の 後 ， 法

然の 元 へ 尋ねて ゆ き更に又 ，
10  日間も通 い つ めて後世の 助か る道を問 い 続 けた結果 ， つ い に 法然の

弟子 にな っ た事等 は
『伝絵』 に はな い リア リズム を感 じさせ る 。

　 こ の体験 に つ い て覚如の
『
報恩講式』に は記され て い な い が ， 覚如の 長兄で ある存覚 （1290〜1373）

の 著 した
『歎徳文 』 に は

　　　特に 歩み を六 角の 精舎に運 び て ， 百 日の 懇念 を底す処 に ， 親 り告を五 更の 孤枕 に得 て
， 数行

　　の感涙 に 咽ぶ 間 ， 幸 に 黒 谷聖 人吉水の 善室に 臻 りて ， 始め て 弥陀覚王 の秘肩 に入 りた まひ しよ

　　 り・・…・

　 と あ り
『
恵信尼文書』 に即 した 内容 を美化 し た 文な っ て い る 〔tt・14 ｝

。 又 ， 乗専 （1295〜 1351）の 『
最

須敬重絵詞 』 十巻 に も

　　　六角堂 へ 百 日ノ 参詣 ヲイタ シ タ マ ヒ テ ，ネカ バ ク ハ 有緑 ノ要法 ヲ シ メ シ ，真 ノ知識 ニ ア フ コ

　　 トエ シ メ タマ エ ト，丹誠 ヲ抽テ祈給 二 ，九十九 日二 満ス ル 夜 ノ夢 二 ，末代出離の 要路念仏 ニ ハ

　　 シ カ ス ，法然聖人イ マ 苦海 ヲ度ス ，カ ノ 所 二 到テ要津 ヲ問 ヘ キ ヨ シ慥 二 示現ア リ。ス ナ ハ チ感

　　涙 ヲ ノ コ ヒ 霊 告 二 住テ 吉水 の 善室 ニ ノ ソ ミ
， 事 ノ 子細 ヲ啓示給 ピ ケ レ ハ （中略）時建仁元年酉

　　聖人二 十 九才 Cta15）。

　 とある 。 こ れ も参籠の 日数が 95 日を 99 日に して い る以外 は六角堂 の参籠 を伝 えて い る点で 同様

の 内容 で ある。

　従 っ て
，

こ れ ま で の 史料を基 に 検討 し た 場合， 親鸞は 法然門下 に な る 以前 は 天 台比叡 山延暦寺 で

常行三眛堂の 堂僧 を務め て い た事 と 29 歳の 頃 ， 六 角堂 に 100 日間参籠 を決意 し ， 95 日目の朝に夢の

中で聖徳太子 の 文 を結ん で ， 示 現の 文 に 導かれ て法然の門弟 とな っ た事が明 らか に な っ て くる 。 し

か し ，
こ れ らの 史料の 中か ら，何故 こ れ程 まで に 太子 を信奉 した の か ，又， どの ような理由に よ っ

て 親鸞が六 角堂 へ 籠 っ た の か ， とい う必然性 ま で は読 み とれな い 。また 『恵信尼文書』 に あ る
「
聖

徳太 子 の 文 をむす び て ， 示 現 に あずか り給 い 」 とは具体的に どの よ うな事 を言わ ん として い る の か

釈然 と し な い 文で ある 。
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　それで も，
こ れ までの史料か ら解明す るな らば六 角堂 は親鸞晩年の著述で ある

『皇太子 聖徳奉讃』

に も記 され て い る よ うに ， 聖徳太子 自らが将来の皇都で ある京都 を予見 して ， そ こ に 六 角の 精舎を

つ くり， 救世観音 を安置され た聖所で ある と ， 当時 は
一般 に知 られ て い た ので ， その地に 自己 の 救

済 を求めて六 角堂に 籠 っ て
一心に 祈 っ た （t「’6）

， と して も
一応 の 説明 として成 り立 つ

。 又 ， 平安末期か

ら鎌倉中期に か け て
， 神仏 の 霊験 を得るた め に 神社や寺院 に お こ も り （参籠） す る風潮が盛ん で あ

り， 親鸞も当時の 宗教的風潮の 中に お い て真理 へ の 探求の 道を考えた （tt．17｝
， と い う

一
般論的見解もあ

る。しか し，
こ れ らの説明 は ど こ か説得力に乏 し く

『恵信尼文書』 か ら感 じられ る若 き親鸞の 切迫

した状況 を裏づ け る説明 として は物足 りな さ を感じ る 。

　そ こ で ， 今 こ こ に 親鸞の 六 角堂参籠に 関する新 た な文書を提示 し ，
こ れ ま で の 史料 に そ の 文書 を

加えて再検討 して み た い
。 そ して こ の 史料に よ っ て ， 親鸞が 何故 こ こ ま で 六角堂 に こ だ わ っ た の か ，

そ して
「
聖徳太 子文を結ぶ 」 や

「
示現 に あずか る」 とい っ た不明の 部分 の 多い

『
恵信尼文書』 第三

通 の意味が この 文書に よ っ て明確に読み取れ る よう に思 え る の で ， こ こに 示 した い
。

　それ は 『親鸞夢記』 と呼ばれ て い る 二 つ の文書で あ る 。

　　　
『
親鸞夢記云 』

　　建久 二 歳辛　暮秋仲旬第四 日 ， 夜

　　聖 徳太子善信告勅言

　　　我三 尊化塵沙界　日域大乗相応地

　　　諦聴諦聴我教令　汝命根応十余歳

　　　命終速入清浄土 　善信善信真菩薩

　　正 治第二 歳 申十二 月上旬

　　叡南無動寺大乗院同月下旬終 日

　　前夜四更　　　　　　　　　　　　　　　『親鸞夢記云 』

　　如意輪観 自在大士告命言

　善哉善哉汝願将満足

　善哉善哉我願　満足

建仁元 歳辛酉四 月五 日夜寅時

六 角堂救世大菩薩告命

善信 言

　行者宿報設女犯 ※

　我成玉女身被犯

　
一生之間能荘厳

　臨終引導 生極楽

時建長第 二 歳成四 月五 日

　　　　　　愚禿釈親鸞七十八 歳

　　　　　　書之

　　　　　覚信尼 へ

六 角堂救世大菩薩示現顔容

端政之僧形令服着 白納

袈娑端塵広大 白蓮告命

　 〈空 白〉

善信言

　行者宿報設女犯※

　我成玉女身被犯

　
一生之問能荘厳

　 臨終引導生極楽

　く空白〉

救世菩薩誦此文言吾誓

願 ナ リ
ー

切群生可説聞告命

因期告命数千萬有情

※ は双方共通の

文で あ る 。
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92 真宗 に お け る太子信仰 に つ い て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 令聞之覚夢悟了 （注 LS）

　 こ こ で は二 つ の文書の 中に共通す る部分が あるた め ， あえて 二 つ を列記 して示 した。こ の
『夢記 』

は現在， 高田派専修寺 に 残され て い るが双 方共か つ て は偽作 と して片付 け られて い た文書で あっ た。

しか し ， 古田武彦氏は じめ先学の 克明な研究に よ っ て現在で は真作であ る との見解が 強 ま っ て い る 。

少 な くと も偽作で ある と い う決定的証拠は見当た らな い 〔tt 監9）
。 それ故 ，

こ の 二 つ の
『
夢記 』 は若 き 日

の 親鸞の 思想的解明 ， 特に 太子 との 関係に お い て重要 な内容を含ん で い る事か ら ，
こ れ らを史料に

加えて六 角堂参籠の 意義に つ い て再考察 を行 い た い
。 又 ， 親鸞伝の先駆的存在で ある存覚作 と伝 え

られ る 『親鸞聖人 正 明伝』 （以 下 『正 明伝』 と略す）や 真宗高田派の僧 ， 五天 良空の著 した
『親鸞聖

人正 統伝 』 （以下 『正 統伝 』 と略す讎 ゜

り も明治以降は史実的価値 は低 い も の の ， 太子 との 関係に お

い て の 記述は先の
「
夢記 』 を正確に伝 え る等 ， 見 るべ き部分 も多 い た め こ の

『
正 明伝 』

『
正統伝』 も

参考に しつ つ 今
一
度，親鸞の 若 き 日 の苦悩 と回心 に っ い て考えてみ た い と思 う 。

　 まず 「夢記 』 に ある建久 2 年の 記述 よ D考 え て ゆ こ う。 こ こ に は大変衝撃的な記述 が記 され て い

る 。 何 と 9 月 14 日の 夜 ， 聖徳 太子が夢の 中に現 れ ， 親鸞 に向か っ て
「
お ま えの 命はあ と 1  年程で

終わ り， その 後 は菩薩 とな っ て 清 ら か な浄土 へ 生 まれ変 わる で あろ う。 」 と告 げて い る の で あ る 。
こ

の 夢 自体，驚 くべ き内容で あるが， こ の 時の 状況 に つ い て
『
正 明伝』

F
正 統伝 』 に は親鸞 ／9歳の 時 ，

建久二 （1192）年，親鸞 は天台座主慈円の 許可 を得て供僧 を伴 い 7 月よ り 2 カ月間 ， 太子 ゆか りの

法隆寺 に 赴 き
， 覚運僧都 に 師事 し て 因明学 （イ ン ド発生 の 論理学）を研究 し ， そ の 足 で磯長の 太子

廟 に行 き 3 日間参籠 して い る 。 そして 2 日目の夜 が こ の夢告 とな っ た ， と伝 え て い る 。
こ の記述の

真偽 に つ い て は諸説存在す るが，実際 に法隆寺 に は 『古今
一

陽集西之部 』 と称す る文書の 中に 〔t「．21｝
，

建久二 年に善信が覚運 に師事 した事が著 わされて お り，滞在 した とされ る円明院 （法隆寺塔頭）に

は親鸞の使用 した袈裟が 保存 さ れ て い る 。 又
，

そ の 袈娑は鎌倉時代 の も の と鑑識され て い る
（th22 ）。も

しも法隆寺滞在が事実 とす れ ば ， 班鳩 よ り磯長 ま で の距離 は大人の 足で 約半 日程で あるCE23）
。 決 して

移動不可能な距離で はな い 。又，『正明伝 』
「正 統伝 』 に よ る と， 親鸞は こ の 告命に つ い て は他の人

に は語 らなか っ た と記 して い る。それは夢告 を軽視 した の で はな く，む しろ衝撃の 強さ を物語る も

の とし て 注 目した い 記述で ある。つ ま り，
こ の 建久二 年の 夢告は正 に 親鸞 と太子 とを密接に結びつ

い た最初で 最大の 出来事だ っ た と想像で き る の で ある 。 従 っ て ， こ の 寿命が あ と 10 年で 終わ る とい

う衝撃が あっ た か ら こ そ ， 丁 度命終を言わ れ た 10 年後 に再 び太子 に そ の 回答 を聞 くべ く参籠に 及 ん

だ と推測す る 。

　こ こ で 思 う事は親鸞が聖徳太子 の 夢告を誰 よ りも厳粛 に受 け とめ て い る と い う ま ことに真摯な姿

で あ る 。 そ の
一

途 さ は 命終予 定 の 10 年後 に 忘れ る事 な く太 子 の 声 を聞 くべ く六 角堂 に 参籠す る程，

夢 を現実 の も の と受 け取め て い る 点 ， 更 に は太子 よ り
「
善信 」 と い う名を聞き

，
こ の 名 を生 涯使用

して い る点 に於 て 実証 され る 。 著述に は親鸞の 名を使用 し ， 後半生 は
「親鸞 」 で 通 した印象を受 け

る が実際は生涯 ， 善信の 名を捨て る事 は し て い な い の で ある 。 例 えば晩年の 作で あ る
『
正像末和讃』

に は
「愚禿善信 」 とあ り，あえて 親鸞を名の っ て い な い

。 恐 ら く
「
親鸞 」 と

「善信 」 は同 じ比重 に

お い て終生 使用 され た もの と考え られ る 〔t’ 24）
。 それ程 ， 聖徳太子 よ り直接告 げ られた

「

善信 」 の 名は

親鸞 に と っ て 重要な示 唆だ っ た事が窺 える 。
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　そ して ， 命終す る予定の 10年が 近づ い た 時 ，

『
夢記 』 は再び親鸞の 深刻な姿を記し て い る。つ ま

り 29歳の 頃 ， 12月の厳冬 に叡南無動寺 の 大乗院 に て 参籠 し ， そ の 時 に 如意輪観音か ら夢告 を受 けて

い る 。 如意輪観音 は
一切の願望を満た し苦悩 を救 い と る仏様 で あ る 。 そ し て こ の 観音は六角堂の 本

尊で もある
（脚 。そ の 観音が 「私の 願 も汝の 願 も満され た 。 」 と告 げて い る の で あ る 。 それ で は ，

こ

の 場合の 願 い と は
一

体，何 を指 し て い る の で あろ うか 。 こ の 願 は世俗的に は見 れ ば先の夢告の関係

か ら
「
延命」 が まず考え つ くで あろ うが

，

「世間虚仮　唯仏是真」
〔E2s ）を説 く太子 を信奉して い る親

鸞 に とっ て命の長短 は願の本質で はな い よ うに思われ る 。 恐 ら くそ の願 とは こ れ ま で の 史料 と親鸞

の 心 を考え る と磯長 の夢告に対する回答 こそ ， 親鸞の 本当の 願 い だ っ た の で はな い か と思われ る 。

つ ま り如意輪観音よ り
「
ま もな くそ の 回答が得 られ，それ は私 （如意輪観音）の 志 に も叶う もの で

あ る」 との 告命が あ っ た か ら こ そ ， その 回答 を聞 くた め に 如意輪観音の 根本霊場 と見な され て い た

京都 の 六 角堂に 参籠する決意を固めた と考え られ る〔注 2η
。

　 しか も， 重要 な事 は
『
夢記』 に お ける二 つ 目の 夢で ある正 治 2 年 12 月か ら三 つ 目の 夢で ある建仁

元年 4 月 まで の 間隔が わ ずか 100日程度 しか な い
， と い う点で ある。各々 の 夢の 記述 に お い て 元号

が変わ っ て い る た め歳月の 幅を感 じさせ るが実際に 二 つ の 夢の問 はわずか 4 カ 月 も離れて い な い 短

い 期間に 体験 して い る事 に な る 。 そ して ，
三 つ の 夢告が 『

伝絵』 に 見 られ る
「行者宿報設女犯 」 の

有名 な 4 句 な の で ある 。 こ の 間の 出来事に つ い て
『
夢記』 の状況 を考え てみ る と

，
こ の時期 の 親鸞

が如何に苦悩の 日々 を送 っ て い た かが想像で きるの で ある。

　 つ ま り二 つ 目の 夢告を受けた正治 2年 とは正 に磯長の 夢告に よっ て
「あ と 10 年余 りの命 」 と聖徳

太子 よ り告げ られた ， そ の 10年 目の 年 に 当た る 。 それ 故 ， 大乗院は
〔’！ 28 ）

正 に 人 生を終焉す る場所 と

し て 選ん だ と も考 え られ る 。

　 し か し ，

『
夢記 』二 つ の 目に あ る大乗院で の 参籠記述 は如意輪観音の夢告に よ っ て ， 命尽 きる事 な

く逆 に 希望の光 の 見 えた心境を記した もの と考えて良 い だ ろ う。

　 そ して 翌年 4 月 5 日 に 救世観音よ り女犯 の夢告が伝え られ る の で あ るが ，
こ れ は前の 『恵信尼 文

書』 に あ る
「
六 角堂 に百 日籠 らせ 給 い て ， 後世 を祈 らせ 給 い ける に 九十五 日の 暁 ， 聖 徳太子の 文 を

結び て ， 示現 に あずか らせ給 て 」 との 記述 に
一

致す る 。 こ れ を
『
夢記 』 と重 ね て 考える と， まず 95

日 目の 示 現 とは恐 ら く女犯の 4句と思わ れ る の で ， こ の 告命が 4 月 5 日で あ っ た とす るな らば， 旧

暦の こ よ み で逆算す る と百 日参籠の 第 1 日目は実に 1 月 1 日 とい う事に な る 。 （1 カ月を 30 日 と計

算する 。 ）

　要 する に親鸞 は 大乗院の 参籠の 際 ， 如意輪観音の 夢告の 後 ， 12 月の 暮れに 参籠 を終 えたそ の 足で ，

休む間 も無 く，年が 明ける とす ぐさ ま京都 の 六 角堂 へ 籠 っ た事に な る の で ある。それ で は，こ れ程

の 切迫 した心境 に 至 っ た理由は
一

体何で あろ うか 。 恐 ら くそ の理 由は太子 よ り告げ られた
「

汝命根

應十余歳」に対 す る 回答を
一

刻も早 く聞きた い
， との 切 る な る 思 い が満ち て い た た め と想像で き る 。

そ し て 実 に 95 日目に して そ の 回答を得る事 に な る 。 し か も告命 したの は如意輪観音で はな く救世観

音 と い う太子の化身で あ っ た 。 こ の救世観音の告命 を太子 と して の告命 として受 け と っ た所 は正 に

天平以来 ， 脈々 と継承 され て い る観音 ＝ 太子説 をそ の まま受 け継 い だ もの と考 える 。 それ に よ っ て

親鸞は旧仏教 と別れ吉水の 法然 の 元 へ 入 門 し， 同時 に結婚を決意 した と考 え られ る の で ある 。 す な
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わ ち 親鸞 は太子 の 導 き に よ っ て 新た な道 を踏み 出す の で あ る 。 それ 故 ， 親鸞が終生 ， 太 子 を救世観

音 の化身 と して信奉 され た理 由 も こ こ に山来す る もの と考え る の で あ る 。

　要す る に親鸞 は 19歳の時太子 の夢告 に よ っ て 人生 を深 く見つ め る 目を開 き ， そ して 10年後の 29

歳 の 時，再び太子の 化身 ， 救世観音の 導 き に よ っ て 絶対他力念仏の 道を開く事に な っ た と言 え る 。

『
恵信尼文書 」の 文は そ の 事を端的 に 記 した も の と考 え る事が で き る 。 と こ ろ で ，

こ の 文書に つ い て

前述の古田武彦氏 は
「太子 の文 を結びて ， 示現 に ……

」 を解釈 し て
「
こ れ は親鸞側 の 行為で あ り，

六角堂 に参籠す る際，

「聖徳太子 の文」 つ ま り
「
磯長 の夢告 」 を持 し て ，そ の 回答 を聴 くた め に籠 っ

fl（注 2°） と考 え ， その結果 ， 救世菩薩の 示現 を受 けた ， と解釈 した 。 氏 は そ の 著で
1
’
聖徳 太子の 文 」 と

「

示現」 と は別 の もの と考えた 。
つ ま り

「
太 子の 文」 と は 「命根十余歳」 と 宣告 さ れ た 文で あ り

，

「示

現 」 とは
「
女犯の 文 」 で ある と し， 磯 長で 聞 い た夢告の 文 は 10 年経 っ た 今，丁度終わ り，新た に 「仏

法弘通の た め に手助 けを し同時に 結婚承知 」 とも言 える女犯 の文 をい ただ い た ， と釈 したの である 。

確か に
「
文 をむ す ぶ 」 とは物事を終わ らせ る ， と い う意味が ある。そ の よ うに 考 える と，古田説 は

充分納得で き る解釈で ， 名畑崇氏 も こ の 文に つ い て は古 田 氏 と 同 じ 了 解を し て い る （’t3 °〕。 こ の 部分

が ，
こ れ まで 判然 と しな か っ た の は 「夢告」 を 「六角堂の告命 」 のみ を考 え ， そ の 中で 『文書 』 を

釈 しよ うとした点に ある と思われ る 。 それ故 ，

「太子 の文 」 を 『廟崛偈 』 や 『伝暦』 と考え   ］，増 々

訳 の 不明な文に な っ て しま っ た感が ある 。そ の 意味で 古田氏 の説 は 『恵信尼文書 』 の 読 み方を全 く

新 し い 方法で 訳 した もの とい えよ う 。

　ただ し こ れ は あ くまで も 『夢記 』 を史料 と し て加 えた場 合の解釈で ある。今 日 で も 『夢記 」 の 信

憑性 に疑問 を持 つ 研究者は少な くない
。 それ故，夢告 は

「女犯の偈 」 のみ が真実 と考える説 も未だ

に 根強 く存在する 。 しか し，

『夢記 』は 少な くと もこ れ まで の 史料で は見 え て こ なか っ た部分 を明確

に し，これ に よ っ て 六 角堂 に お ける 100 日の 参籠 も夢告 も切実な思 い の 中で体験 して い た親鸞 の 心

が 実感 で き るの で あ る 。
い ずれ に せ よ

『
夢記』 に あ る 三 種類の 夢告は余 りに 人間的で

，
か つ 衝撃的

で ある。 『伝絵 」 には その 内の第三 の夢告のみ を記 して い るが ，
こ れ は 当時 ， 親鸞 を 「神格化」 さ せ ，

本願寺教団 として信仰の対象 に位置づ けた い 覚如 に と っ て は割愛 した い 内容で あ っ た と考 え られ

る。推測で は あるが親鸞 の神格化 を願 う覚如か らす れ ば， 見方に よ っ て は性的表現に もなる六角堂

の 夢告 も恐 らく割愛 したか っ た に ちが い な い 。

　 しか し ， それ は絶対的存在で あ る太 子 を無視す る事にな るた め ， 逆 に吉水入室の 正統的理 由と し

て太 子 を 前而 に 出す事に よ っ て更 に
「
宗祖親鸞」 を神格化 す るね らい が あ っ た と想像で きる。それ

故
「
伝絵』 で は吉水入室の段の あ と に 思 い 出 した よ うな夢告の段が あ り六 角堂の夢告 と吉水入室の

順序が 逆 に な っ て い る C［Xl2 ］ と考 え ら れ る の で ある。

　以上 ，『夢記 』の 文 を史料 と して 加 え た 場合の親鸞 と太子 と の 関わ り に つ い て 探求 した訳 で あるが ，

こ れ に よ っ て 六 角堂参籠 と太子の 夢告 に つ い て の 了解 は ， 従来の 解釈以上 に 明確な内容が 見 え て き

た思 い で ある 。
こ れ ま で 親鸞 の 生涯 と著述 を考え る上 で ，

い くつ か の 疑問す なわ ち
「善信 」 と い う

名の使用 や太子讃仰の著述の 多さ ， ある い は六 角堂参籠 の意図等 に お い て 充分な了解 がなされ な い

ま ま ，漠然 と した親鸞像 を考え て い た が，此度 ， 2 つ の
『

夢記』 の 文書 を知 り， それ を史料 に 加 え

る事 に よ っ て こ れ らの 問 い は，凡 そ氷解 した思 い で ある。
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　要 する に親鸞に と っ て太子 は正 に仏教の師で あ り終生仰 ぐべ き存在で あ っ た事が ，
こ れ まで の 考

察に よ っ て
一

層明 らか に な っ た 。 そ して こ うした思 い が 晩年に熟 しそ の 結果多 く著述 を生 み 出す 源

に な っ た と考 えられ る の で あ る 。

第 5章 関 東在住 の 親鸞

　親鸞 が太子 の導 きに よ っ て法然の 元 へ 入門 し聖道僧 か ら念仏僧へ と転換 し て 念仏往生の 教 え を受

け，そ の研鑽 を続け て い っ た の もわ ずか 5 年間余 りで あ っ た 。 そ の 後 ， 世 に い う承元 の 法難 に遭遇

し
， 何 の罪 もな く越後へ 流罪 に なっ たの は健永 2 （1207）年で ある〔注 33 ）

。

　そ して 5年後に 許され るが ， す ぐに は京都に は戻らず恐 ら く法然 よ り賜 っ た念仏の 教え を弘通す

るた め に常陸国を 中心に 布教活動を始めた と伝え られ る 。 こ れ は親鸞に と っ て初め て の 本格的布教

活動 に な る訳で ある が ， そ の 時の布教用御堂 と して 太子堂が使用 され た と考え られ て い る 。 それ は

『
顕正 流義疏 』 に

　　　親鸞上 人當流弘通ノ ハ ジメ ハ
， 坂東ヒ タチ ノ ク ニ ，カ サ マ

， イ ナダ トイ フ トコ ロ ナ リ，カ ノ

　　テ ラ ノ本尊聖徳太子 ニ テ マ シ マ ス ナ リ  4〕

　とある事か ら布教 の 中心地で あ っ た稲田 の 草庵は恐 ら く太子堂 と思われ 常陸 ， 下野 ， 下総の地 方

は 善行寺如来 と同様，
聖 徳太子信仰が 特に 厚か っ た事（注 35＞を考 える と親鸞の 布教道場 は太子堂 で行

わ れ る事が多か っ た と想像で きる 。 事実， 関東に お ける真宗 ゆか りの寺院の 多 くは現在 で も太子 像

を持 して い る＄（E36 ）か らも親 鸞 と太子 が 密接 に 結び つ い て い た事が解る の で あ る
。

　こ う した背景に は親鸞 自身が磯長や 六角堂の 夢告等で太子 との 深 い 因縁が ある事か ら太子堂 を布

教 の場 として 使用 し た もの と見 られ る 。 又 ， 歴史的な見方 をすれ ば， 前述 の 如 く平安中期 よ り四天

王 寺信仰 と浄土 信仰 が結び つ き ， 太子信仰 と念仏信仰 が一
体とな っ た時代が平安中期か ら鎌倉時代

で あ っ た事か ら ， 恐 ら く，こ の時代に 太子堂 に お い て念仏の教 え を説 く事 は ご く自然の形 で あ っ た

と も言え る 。 そ して 凡 そ 20 年間 ， 親鸞は関東に お い て 布教活動 を展開す る が
，

そ の 間の 門弟の 数 と

地域 を考える と太子堂 の 存在 は親鸞に とっ て 重 要 な布教場 で あ っ た と想像で きるの で ある 。

　注 1　
『真宗聖教全書』 第 5 巻 （以下 『聖全 』 と略す 。 ）

　注 2　山田文昭著 『真宗史稿 』 1 一
第 2章 「

在叡時代の聖人 は正 し くこ の 常行三 昧堂 の 堂僧で あ っ

　　　た 。 」 と位置付 け， それ以後は この 山田説か 定説 とな っ て い る 。
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注

注

注

注

注

注

覚如著 『親鸞聖人伝絵』 上 巻第 1段の 後半 。 （
『
聖全 』 第 3 巻 P．639）

親鸞編
『
上 宮太子御記』 よ り

「

文松子伝 」。 （
『
聖全 』 第 4巻 P，20）

『皇太子聖徳奉讃 』 第 11首 。 （『聖全』 第 2巻 P．533）
『大 日本 國栗散王 聖徳太子奉讃 』 第 3首 ， 第 5 首。（『聖全 』 第 4 巻 P．23〜 4 ）
『

聖全』 第 5巻 P．　91。

この
一

行二 句 は後 匱誰か に よ っ て 附加 さ れた か ， あ る い は親鸞自身が 附加 した もの と想像

　　し得る 。 （武田賢寿著 『太子 信仰 の研究 』 よ り第二 章平安時代 の 太子 信仰 P．207）

注 9　こ れ は
「
四天王 寺信仰 」 と 「

太子廟信仰 」 が同時代 に発生 し ， それが浄土往生信仰 に よ っ
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　　て 融合 されて
「

太子信仰 」 が形成 され た証 と し て 注視す る 必要が あ る 。

注 1〔1 「聖全 』 第 3 巻 P ，64ユ。

注 111 司上 　P．640り

注 12　夢 は中世の 人々 に とっ て大 きな啓示 にな っ て い る事 は源信の
「
往生 要集．］ に も最後の 部分

　　に
「語夢 1 と記 して 四句の 偈 を作 っ て い る所か ら も窺 え る 。 （久保出 ・山凵校注

『
明恵上人集 』

　　（岩波文庫） P．48〜 101 「
聖 全』 第 1巻 P．9Z5〜 5 ）

注 13　『
聖 全 』 第 5巻 P．　104。

注 14　「聖 全．1 第 3巻 P．661。

注ユ5　同上 　P．　622。

注 16 武内義範著 「親鸞 と現代 』 （中公新書）第 1章 P．6参照。

注17 早 島鏡正 著
『
親鸞人 門 」

．（講談社現代新書）よ り （2 ）〈若 き囗の親鸞〉参照 。

注 18　左側の 年月 凵付き の 『夢記 』 は
1
一
高田専修寺蔵」 の 写真掲載 を参照 。 （古 田武彦著

『
親鵞思

　　想　一
そ 0）史料批判 』 （富山房）右側 の 年月凵 の な い

「
夢記 』 は

1「真宗 史料集成 』 第 1 巻 よ り

　　
1
経釈文聞書」 P．599参照。

注 19　占田氏 は ， 文書 の 書写 は真仏で は あ る が 書写本 ＝偽作だ と断定する事は誤解で あ り ， む し

　　ろ書写本 は様相で あ る事を確認せ ね ばな らな い
， と説い た。（古出著，P ．11）

注 201 真宗史料集成』 第 7巻 P．319〜331。

沖 21　 こ の書 は 法隆寺 に 伝わ る もの で筆者 は写真版 よ り書写 した 。

注 22 小 山正 文述 「若 き H の 親鸞聖人 」 よ り
「

法隆寺 と親鸞」 参照。 （『宗教J （教育新潮社）平成

　　 八年五 月号）

注 23　こ れ は昭和 57 年当時， 大谷 大学文学部学生 だ っ た高田宗生 君が 実際に 歩 い て 実証 した結果

　　 で ある。

注 24　『
聖 全J 第 2 巻 P．516 に は

旨愚禿蕈債集」 と明記 し て い る。又 ， 親鸞書写の
「
七 か 条起請 文 1

　　に も
1善信 」 と あ る 。

こ れ は本来の起請 文に は 自ら
「
綽空 と記 して い る に もか か わ らず ，

　　自らが 起請文 を書写 した際 に
「善信 」 を名乗 る とい う事 （

『
聖全」 第 4 巻 P．156） で ， 法然か

　　ら1接 賜 っ た，
「

綽空」の 名は法然門下 に い る 時だ け の
・
時的な名で あ っ た 事が窺 え る 。 更 に

　　『教行信証 o 後序 に お い て は ，
せ っ か く法然 よ り

1
釈綽空」 とい う名 を賜 りなが ら ， す ぐさ ま

　　夢 の 告げに よ っ て 綽空 の名を改め て い る。 こ の 夢が どの よ うな夢で ある の か 不明であ るが ，

　　綽空 は ほん の数年間 し か使用 して い な い 事 に な る 。 （「聖 全』 第 2 巻 P ．202）

注 25 六角堂 は L匚式に は頂法寺 と称す る 。 そ の御堂 が 六 角形 で あ る と こ ろ か ら
一般 に 六 角堂 の 名

　　で 親 し まれ て い る。寺伝 に よれ ば ， か つ て聖徳太 アが 四大 王 を建 立す る に あた り， こ の 地 の

　　周辺 に良材 を求め ，如意輪観音を安置 して析念 された事 に は じまる とい わ れ て い る 。 （栗原行

　　信著
『
親鸞聖人聖跡集 丿

．よ り
「
近畿編 」 参照）

注26　聖 徳太子 の 生前に お け る最後 の 爵葉 と し て伝え られ て い る。尚 こ の 文 は
厂
天 寿国繍帖銘コ

　　 に刻 まれ て い る。

注 27 前掲書 『親鸞思想 』 よ り第 1章若 き親鸞の 思想 ， 第 2 節新 史料 と恵信尼文 書 く六 〉参照。
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注28　
『正明伝」 に よれ ば大乗院は比叡山の 南に位置 し無動寺の 塔頭の 1つ と考 え られ る 。 〔佐々

　　木正著 『
親鸞始記』 （筑摩書房）P．171参照） 尚 ，

『
正 統伝 』 も同内容で ある。

注29　前掲書 『親鸞思想 』 よ り第 1章第 2節 〈二 〉参照 。

注30　名畑崇教授 （大谷大学）は加え て
「
行者宿報設女犯……

」 に類す る如意輪輪の 文が ある事

　　を指摘 し， そ の 如意論の 文 を親鸞が存知 し て い て ， そ の 文 に応 じて 如意輪観音が 示現 して ［
四

　　句偈 を 」 述 べ た と考証 され た 。 （
『
真宗研究』 第八号 （大谷大学） P．56＞

注31 例 えば日下無倫著
『
総説親鸞伝絵』 で は詳細な研究が な され て い るが，聖徳太子の 文 をめ

　　ぐっ て 1）廟崛偈　 2）百済国聖明王太子阿佐礼讃文　 3 ）新羅聖人 日羅礼讃文　 4 ）銅函

　　内銘　の い ずれ か で あろ うと推測 されたが ， 定説 は存在 しなか っ た 。 （第三 段　六角夢想 よ り

　　参照 ）

注32　覚如 は
『
伝絵』 創作の

一
年前の

『
報恩講私記』 を著 し，

「

親鸞至上 主義」 を明記 して い るが
，

　　
『
伝絵』 は更にそ の傾向が強 い

。 例え ば ， 法然 や聖徳太子 よ りも阿弥陀如来 の化身で ある親鸞

　　を直接信仰の 対象 として 記 して お り， こ れ は 真宗教団建設の 際に は親鸞を本仏 と して 拝 する

　　様に 著述 に よ っ て 思想の 統
一

を行 うとの 意図が 見 られ る 。 （重松 明久著 『覚如』 （吉川弘文館）

　　よ り く八 〉 著作 と思想 ， 参照 。 ）

注33 親鸞が 流罪 に な っ た の は西暦 1207年 2月で ある。こ の 時は まだ元号が建永で あ り， 承元 と

　　改元 す るの は同年 1  月 25 日以降で あ る 。 （赤松俊秀著 『
親鸞』 （人物叢書 65）よ り （五 ）参

　　照）

注34 前掲書
『
真宗史稿 』 本論 （

一
）第八 章教化時代，及び 『真宗史料集成』 第 4巻　P．9。

注 35　細川行信著
『
真宗成立史の 研究 』 （法蔵館）第 2章親鸞伝 の問題 P．97〜 8参照 。

注 36　前掲書
『
親鸞聖人聖跡集 』 に よる と東海 お よび関東 に お ける親鸞ゆか Dの 寺院に は必ず と

　　い っ て 良い 程 ， 孝養の 太 子像も し くは 太子 堂が 置か れ て い る 。 そ れ は ， そ の ま ま親鸞在世 の

　　頃の 崇敬の 姿を反映 して い る とい っ て 良 い
。 又，東北地方 は真宗 の事を

「
太子 宗」 と呼ぶ 地

　　方 もあ る程 ， 親鸞 と太子の 関係 は正 に
一

体 となっ て い る印象を受 け る。

第 6 章　晩年の 親鸞 に お け る太子観

　親鸞は 60歳頃に 関東の 地 よ り離れて 故郷 で もある京都へ 移 っ た と伝え られ て い る。そ の 理由は 歴

史的に は関東に お け る世情不安が 考え られるが個人的 な 目的 はや は り著作活動 に専念 した い と い う

気持 ちが あ っ た ので はな い か ， と推測 され て い る 。事実，京 へ 戻 っ て か ら多 くの 著述を残 し て い る

事か らも， そ の 事が窺え る 。 又 完成 しつ つ あ っ た 『教行信証 』 の 推敲 も大切 な 目的 とし て い た よ う

に思わ れ る 。 恐 ら く参考に す る文献が手 に 入れ や す い 京 へ 戻 っ て きた， と考えて も不 思議はな い
、、

更 に は再度の 念仏禁止 令 に よ っ て 関東を離れ た とす る説 も見逃せ な い が ， い ずれ に せ よ晩年の親鸞

は京で執筆活動 を して い た事 は疑 い の な い所で あろ う｛Wl ）。

　親鸞は 70歳 を過 ぎて か らも多 くの 聖教 を書写 して い るが
， 76歳に し て 今度は門弟達 へ の 念仏信

仰の た め の 指南書 と も言 うべ き ，
か な聖教 の 代表的聖教 と な る 『浄土 ・高僧和讃 』 を著 して い る 、、
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こ の 著は漢文体の
『教行信証 』 とは異 な り， 平易 な和語で しか も歌謡風 に七五調で 書か れて い る点

が特徴 と い え る 。 しか も四句
一
首の 短 い 句に して読み易 く解 り易 い

「
仏教の歌 」 に な っ て お り更 に

，

難解な言葉や重 要な箇所 に は
「
左 訓」 と称す る註が施 され て い る 。 そ して こ の 中の

『
高僧和讃 』 は

親鸞が独 自に 選 んだ イ ン ド ・中国 ・日本の 7名の高僧を各々 に讃えて い るが
，

こ の和讃の末尾 に聖

徳太子 が 7名の高僧 （七高僧） と共に列記 され て い る事 に注 目した い 。 こ こ には次の ように 記 され

て い る 。

　　聖徳太子　　敏達天皇元年

　　　　　　　　正 月
一

日誕生

　　当仏滅後千五 百二 十
一

年也
〔ta2）

　 こ の部分 は真筆 も顕智写本に も見あた らな い た め ， 親鸞よ り後世の 附加文 との 見方 もあるが
，

こ

れ ま で の親鸞の太子信奉 の 心 を考 える ならば ， む し ろ当然の記述 と言え る 。
こ こ に は

「
仏滅後千五

百二 十
一

年 」 と記 して あ り， 未法に 入 っ て 21年 目に太子が誕生 した事 を明記 して い るが ，
こ の 本意

は正 に七高僧 と同じ く念仏 の 教え を弘め るた め に未法の 世 に 生 まれ 出た方と位置づ けて い るよ うに

思 える 。 要す る に 太子 は我国 に仏教 を取 り入れ ， 弘め られ た 日本の釈尊で あ り， 親鸞に とっ て は非

僧非俗の 姿 を教 わ っ た大恩 ある先哲で ある 。 それ 故， 七 高僧の後に太子 を加 え ， 仏法弘通の 功労者

として記載 した と考え られる 。

　尚 ，

『伝絵 』 上巻第 3 段 に
「

仏教む か し西天 よ りお こ りて 経論 い ま東土 に傅る 。 これ ひ とへ に上宮

太子 の広徳 ， 山 よりも高 く，海 よ りもふ か し」
圃 とあ る事 も太子 の徳を讃える語 として同義 と考え

て 良い と 思 わ れ る 。

　こ の 二 和讃創作の後 ， 親鸞 は太子 に関する著述 を次々 に著わ し て い るが それ は絶え る事な く命終

の頃 まで続 け られ る 。 こ の 事実は 親鸞が終生 ， 太子 を信奉 し太子 を心 の 支え と して い た証 と して重

く受 け とめ なけれ ばな らない 。それで は，太子 に関す る著述 を年順 に整理 してみ る こ とに しよ う。

1）建長 7 （1255）年 11月

2）康元元 （1257）年 2 月

3）正嘉元 （1257）年 3月

4）正 嘉元 （1257）年 5 月

5 ）正 嘉 2 （1258）年 6 月

6 ）正嘉 2 （1258）年 6 月
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『聖徳太子奉讃 』 七十五 首

『大 日本國粟散王聖徳太子奉讃』 百十四首

『正像末和讃 』

『上宮太子御記 』

『尊号真像銘文 』 （広本）

『正像末和讃 』 を補訂 。

　初 め に建長 7 年に撰述 された 75首の
『聖徳太子奉讃 』 に つ い て言及す る（躙

。 まず冒頭の和讃 ，

　　日本国帰命聖徳太子

　　　仏法弘興 の 恩ふ か し

　　　有情救済の 慈悲ひ ろ し

　　　奉讃不退 な らしめ よ

は親鸞の太子観を端的に 表現 し て い る和讃 と し て の み な らず ，
こ の 和讃集 の 全体像 を表わ して い る

もの と して 注視 した い
。 すな わち親鸞は 冒頭に お い て太子 が 我国の 仏教 に と っ て 如何に大恩厚 い 存

在で あ るか を ， 和讃に して解 り易 く述 べ
， 讃歎 した い と い う願 い を表わ した もの と い え る で あ ろ う 。
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それ故，こ の和讃 は 「総讃 」 と称 され て い る。

　次に 第 2 首 目以降の 構成 に つ い て 考 えて ゆ こ う。 こ れ らの 和讃は大 き く分 けて 三 つ の 部分に 分類

され る 。 すな わ ち　 1 ）六 角堂建立 讃　 2 ）四 天 王 寺建立讃　 3）十七 条憲法 ，
で 構成され て い る 。

こ の 中の
「
六 角堂建立讃 」 に つ い て は

『六角堂縁起 』 に よる もの とされ て い る 。 しか し ， 実際 に は

第 2 ・8首 の み が 内容 の
一

致 を見 るだ けで他の和讃 は内容が一致 しな い 。そ こ で こ れ らの和讃の出

典 に つ い て 多屋頼俊説 と三 井淳弁説の 2 説が 出され て い るが 未だに検討 を要す る問題で ある 。
こ の

部分 は 四 天王 寺を建立 す る た め に太子 が 材木を求 め て 山域 へ 来られ た事 に 始ま り， 六 角の精舎を建

て救世観音 を安置 した事 ， その 後， 法隆寺 を建立 し ， 都を平安 京に移る際，
こ の 六 角堂 の観音が奇

端 を現わ した事を記 して ， 太子 を恭敬せ よ とすす めて い る 。

　次 に第 11首か ら第 72首 まで の 62首に つ い て は凡 そ四天 王 寺建立 を中心 に して讃歎 した も の で

ある。こ こ の 出典 は
一種類 で はな く

『
四天王 寺御朱印縁起 』

『聖徳太子 伝暦』
『三 宝絵詞』

『日本 三 宝

感通集』
『
松子 伝』 等に 見出され る 。

こ の 内， 最 も多 く参照 され て い る と思われ る典拠 は 『縁起 』 の

41首で ある。因み に
『
伝暦』 は 16首 ，

『
絵詞』 は 8首で あ る〔E5 ）

。 こ れ らの 著述 は前章で 述 べ た 如 く

浄土教色 の強い 太子信仰の書物で あ る 。
こ の事か ら親鸞が これ らの 著述 よ り少なか らず影響 を受け

て い た か が 解 る。

　又 ，
こ の

「
四天王 寺建立 讃 」 の 特徴 は重複が大変多 い と い う事で ある 。 例 えば仏教渡来の 和讃 に

　30）太子百済国に まし ま して　　　31）欽明天皇治天下　　　　 49）大 日本国三十主

　　　　仏像経律論蔵 と　　　　　　　　壬 申の としな りき　　　　 欽明天皇 の 御 ときに

　　　　法服比 丘尼 を こ の朝に　　　　　　如来の 教法 は じ め て ぞ　　　仏像経典 こ の朝に

　　　　わた した まひ しそ の ときは　　　　 帰命せ しめた て ま つ る　　　 奉献せ しむ とき こ えた り

　 と記 して い るが ，
こ の三 首の 和讃は ほぼ 同

一
の 内容 とな っ て い る。 又 ， 敬田院の観音 に つ い ての

和讃で は次の ような例が あ る 。

　　27）敬田院 に 安置せ る　　　　　 41）阿佐太子 を勅使 に て

　　　　　金銅の 救世観音は　　　　　　 わが朝 に わた した まひ し

　　　　　百済国の 聖 明王　　　　　　　　金銅の 救世観世音

　　　　　太子滅後の そ の の ち に　　　　 敬田院 に安置せ り

　28）恋慕渇仰せ しめ っ つ 　　　　42） こ の 像 つ ね に帰命せ よ

　　　　つ くりあ らわ す尊像 を　　　　　聖徳太子の御身な り

　　　　阿佐太子 を勅使に て　　　　　　 こ の 像 こ と に恭敬せ よ

　　　　きた りま し ます か が み な り　　　 弥陀如来の 化身な り

こ れ は 27・28首 と 41 ・42 首が 同 じ内容の もの で ，
二 首の連鎖 に な っ て い る点が 特徴 とい え る 、

更 に は南岳慧思禅師に つ い て は次の よ うな和讃が あ る 。
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11）聖徳太子印度に て は

　　　勝鬘婦人 とむ まれ しむ

　　　中夏晨旦 に あ らわ れ て

　　　慧思禅師とまふ しけ り

真宗 に お ける太子信仰 に つ い て

14）有情を済度せ ぬ た め に

　　　慧思禅師とお は します

　　　衡山般若台 にて は

　　　南岳大師とまふ しけ り

46）震旦 に て は慧思禅師

　　　慧文禅師 は御師な り

　　　勝鬘比丘の御時 は

　　　慧慈法師 は御師な り

　これ は慧思禅師の 後身説 を記す同 じ内容の和讃で あ る 。
こ うした重複が 一体何 を示す もの で ある

か 意見の分れ ると こ ろ で ある。 つ ま り， 現存 して い る和讃本を ど う見 るか と い う事で ある 。 す な わ

ち ，
こ れ らの 和讃 を

「

草稿本」 と見 る と こ れ ら の 重複和讃 は ， こ の 内の い つ れ か を選択 して再構成

す る以前の形 と考 え る 事 もで き る が
， 逆 に

「
完成本」 と考え る と ，

こ れ ら の 重複は田舎の 人々 の た

め に くり返 し くり返 し同 じよ うな和讃 を記 して 太子の 徳 を何 とか知 っ て も らお う と願 う
「
教化者親

鸞」 の姿が見 えて くる 。 こ の姿 は 『一念多念文意 』 の 未尾に あ るよ うに
「
い なか のひ とびとの ， 文

字の こ こ ろ もし らず （中略）やす くこ こ ろ えさせ ん とて ，お な じ こ とを ， と りか え し とりか え しか

き っ けた り。」
圃 との 姿勢に通 じる も の と思わ れ る 。

　そ して 最後の 3 首は 『十七条憲法』 を基に 創作 され て い る 。 す なわ ち ， 73・74首の 2首は憲法第

2条 ， 75首は第 5条 に基づ い て い る 。 憲法第 2 条 は有名な
「

篤 く三 宝 を敬 え 」 の
一

条で あ る 。
つ ま

り親鸞は
『
十七条憲法 』 に 精通 して い た訳 で ， こ の 点 も重要で ある 。 とこ ろが

「憲法讃」 はわ ずか

3首で 突然終 わ っ て い る。普通，和讃 は総讃 が ある場合は結讃が あ っ て終わ る の で あるが ，
こ の 75

首和讃に は結讃が 見え な い
。 それ故 ， 全体 的に唐突な終わ り方を して い る印象を受け る の で ある。

そ の ため
「憲法讃」 の続きが あっ た の で はな い か ， と推測で きるが現在 の時点で は発見 され て い な

い
。

い ずれ に して も親鸞が太子 の行蹟 を和讃 に記 そ うと試み た事 は重要な所 であ り， 今後こ れ らの

和讃 が読み継が れ てゆ く事 も我 々 に と っ て 大切な使命 と考 え る 。

　と こ ろ で 親鸞は こ の 75首を記 した に もか か わ らず，1年後に再 び太子 和讃を記 して い る。それ は

康元 2 年 2 月 9 日 に夢告 を受 けて い る事 と決 し て 無関係で はな い と思われ る 。 そ して ， 同年 2 月 30

日に 『大 日本国栗散王 聖徳太子奉讃』 を撰述 した 。 こ の和讃集 は前の 75 首和讃の よ う に 様々 な 出典

に 基づ い て い る も の で は な く， 大部分が
『三 宝絵詞 』 に 即 して 書か れて い る点が大 きな特徴と い え

る 。 又 ， 先学の 研究に よ っ て 当初 1／4 首で あ っ た和讃が 1首新た に発見 され 115首に訂正 c庄 7）す る べ

き と の 発表 もあるが ， 問題点 も含まれ て い るため ， 今後 も新 し い 発表が あ り得る と考え る。こ の 和

讃 は格調の 点か ら見れ ば 『
浄土 ・高僧』 の 二 和讃の よ うな宗教的気品 は乏 しい

。 す なわ ち ，
こ の 和

讃の 内容 は 『三 宝絵詞』 の うち ， 太子 の項 を抄出 して 主要資料 と し ，

『
伝暦 』 を補助資料 と して太子

の 生 涯に つ い て詳細に讃述 して い る。そ れ 故，親鸞が 如何 に
『
三 宝絵詞』 や

『伝暦 』 を座右の 銘 に

し て い たか を見 る上で は興味深 い 和讃で ある 。 ただ ， 101首目に記 され て い る和讃 に つ い て は親鸞独

自の 見解を垣 間見る事が で き る 。

　 101）御 か ほ は もとの ご と くに て

　　　　 はな はだか うばし くおは します

　　　　 御 と しは四十九歳 な り

　　　　 艘 鰓 き えな憲ゑ

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



Sapporo Otani University & Junior College of Sapporo Otani University

NII-Electronic Library Service

SapPoro 　 Otanl 　 Unlverslty ＆ Junlor 　 College 　 of 　 SapPoro 　 Otanl 　 Unlverslty

出雲路 　英　淳 101

　こ の和讃の 4 句 目，

「
佛法の ともしびきえた まふ 」 と い う

一
節 は 『三 宝絵 』 に も ［「伝暦 』 に も見 え

な い 正 に 親鸞 の 太子観 を表わ し て い る もの とし て 注 目さ れ る 。 こ れ は親鷺が太子 に つ い て
「
日本の

釈尊」 と し て 崇拝 し て い た 事 を裏づ け る 表現 と い え る だ ろ う 。

　更 に親鸞 は同年 ， 114首の太子和讃を撰述 した直後 に 『正像末和讃 』 を撰述 し始 め る 。
こ の 創作年

月に つ い て は
『正像末和讃 』 の草稿本 に 「 こ の 和讃 をゆ め に お ほせ をか ぶ りて うれ し さを書 きつ け

ま い らせ た るな り， 正嘉元年丁巳壬三 月
一

日，愚禿親鸞八 十五 才書之 」 と記 して あ る こ とに 由来す

る。

　こ の 記述 は草稿本の 34首目が 終わ っ た箇所に あ り 「弥陀の 本願信す べ し」 の 有名な和讃も添 え て

ある 。 従っ て ，
こ の夢告 も又 ， 太子 の告命 と考えて よ い と思わ れ る 。

　そ して 同年 ， 5月に は
『上宮太子御記 」 を著 して い る 。 結局 ， 親鸞 は 生涯 に渡 っ て 太子 を讃仰 し

続け た ， そ の 姿勢は常に 不変 で あっ た 。こ の
『御記』 は 前の 114首太子和讃 と同様 に 『三 宝絵詞』

を基 に 著 し て お り， 従 っ て こ の 両書は和文 と和讃の違 い だけ で 内容 は 同
一

と言 っ て よ い と思わ れ て

い る 。 従 っ て
『
御記 』

『
三宝 絵詞』 及 び 114首太子和讃の 三 つ は内容 に お い て 凡そ 同

一
の 著述 と考 え

て良い と思 わ れ る 。 そ の
一
例を挙げて示す 事とす る

『大日本国栗散王 聖徳太子奉讃』
『上宮太子御記』

5 ）わ れ こ れ救世菩薩な り

　　い ゑ西方に あ りと しめ して ぞ

　 お ど りて 御 くち に い りた まふ

　　は らまれ い ます菩薩 な り

我は救世菩薩な り

家は西 方に あり とい ひて

口 の 中に お どりい る とみて

懐妊 した まへ る太子な り

14）新羅国 よ D佛像を

　　　た て ま つ れ りきその時 に

　　　太子奏 した まひ け り

　　　西国の ひ じ り釈迦牟尼佛

新羅国 よ り像 を

た て まつ れ り

太子 そ うした まふ

西国の 聖釈迦牟尼佛の像な り と
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102 真宗に お け る太子信仰 に つ い て

『三 宝絵詞』

我 は救世菩薩な り

「

家 は西方に あ り」 とい ひ て

お ど りて 口 に入 りぬ ， とみ て

懐姙 し給へ り。

　　　新羅国 よ り仏像 を

　 　 　 た て まつ れ り

　　　太子 申 し給ふ

　　　
「
西国の 聖釈迦牟尼 佛の像な り」 と（tts ）

。

　 と こ の よ うな形式で 最後まで変わ らず続 い て い る 。 異な る点は
『
御記 』 の 冒頭で 仏教の 伝来 を述

べ る所が和讃 と
『三 宝絵詞 』 で は割愛 され て い る程度で そ れ以外は細か い 仮名使い で ， 多少の 相違

が見受け られ る点を除けば同
一

の 内容 と考え て 良い
。 しか し当然こ こ で も疑問が生 ずる 。 すなわ ち ，

同
一

の 著述 を何故わ ざわざ 二 種 も著す必要が あ っ た の か と い う問題で ある 。

　 こ の 問 い は今後検討課題 とし て考 えね ばな らな い が ， 恐 ら くは ， 2 月の 夢告に 何 らか の 太子の 告

命が あ っ た とも考え られ る 。 又，門弟用に 書き改め た とい う事 も考え られ る。 こ れ も親鸞 の 夢告 に

対 する受 け方 の 強 さを改 め て 感 じ る出来事で ある 。

　そ し て 翌年の 正 嘉 2 年に は ，

『尊号真像銘文 』が再 び撰述 さ れ
，

こ こ に太子 の 文 を載せ て い る 。 こ

の 著は書名が そ の 内容 をよ く説明 して お り
「

尊号 」 とは阿弥陀仏の 優れた名号 と い う意味で あ り
「

真

像 」 とは高僧の 真影画像の 事で ある 。 そ して ， こ の よ うな名号や 画像 を書い た
一
幅 もの の 上 下に書

く讃銘が
「
銘文」 の 意味で ある 。 従 っ て 尊号 ， 真影 ， 画像の 讃文 を集め て 平易 に和語で 解釈 した も

の が
，

こ の
『
尊号真像銘文 J で ある 。 こ の著は 建長 7 年， 宗祖 83 歳の 時に 16 の讃文を収め解釈し

た 「略本 』 を 3 年後 ， 更 に 4 種の 讃文 を加 えて 再構成 した 。 これが 『広本 』 と称 され る もの で ， 太

子の 文 は正 に 書 き加 えた 4 種 の讃文の 内の 1 つ なの で ある 。

　　　 「御縁起 日　百済国聖太子阿佐礼日　敬礼救世大慈観音菩薩　妙教 流通　東方 日本国　四十

　　九歳伝燈演説 」 文

　　　「新羅国　聖人 日羅礼日　敬 礼救世慈観音大菩薩　伝燈東方粟散王 」 文｛t「・9）

　こ の 中の 『御縁起 』 が い ずれの 書 を指すか に つ い て は未だ意見の 分か れ る所で ある 。 しか し内容

を見る と前の 『上 宮御記 』 に類 した 箇所が あ り ， 又 ，

「

新羅国 」 以 下の 文 は
『
伝暦』 に 依 っ た もの で

あ る事が解る 。 す なわ ち ，
こ の文 の出典 は

『三 宝絵詞 』 と
『伝暦』 と い う事 で ，こ れ は 114首和讃

及び 『上宮御記 』 と同一
の 典拠 と考 えて 良 い だ ろ う。

　更 に
，

『広本 』 撰述 の 同 じ年 ， 今度は 『正像末和讃 』 を捕訂 する の で あ る が ， 恐 ら く
一連の 太 子 関

係の執筆 を考 え る と ， こ の 時期 に 『聖徳太子奉讃 』 11 首が書 き加 え られ た可能性が あ る 。 そ して
，

こ の 11首和讃 は こ れ まで の 75首 ，
114 首の 太 子和讃 と は異 な っ た 性質 を有 し て い る た め 特 に詳 し

く言及 を試み た い と思 う。 まず ， 草稿本の 『正 像末和讃 』 に は
「

和国の 教主 」 以下の 和讃が 出て こ
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な い 事 に加 えて 11 首中わずか に 2 首 しか見 当た らない 事 を確認 した い 。残 りの 9首は本願寺第 8 世

蓮如に よ る
『
三 帖和讃 』 開版 の 際，初 め て 『正像末和讃』 の 末に 『聖徳太子奉讃』 11首 とし て 登場

す る 。 そ の た め ， 親鸞の 真筆 ある か どうか が 問題 とな るが ，
こ の和讃を偽作 とす る先学は現れ て い

な い の で ， 十
一

首和讃 を親鸞の 和讃 とし て ，その特徴 を探 っ て みた い 。

　 この 和讃の 特徴 は他の 太子和讃が 『三 宝絵詞 』 や，『縁起 』
『伝暦』 等の太子 の伝記に沿 っ て漢文

を和文 に書き下ろ して い る印象 を受 ける の に対 し，全 く他の太子 の伝記の 依 らず親鸞の 太子 観を
．
明

確に 表現 して い る 点で あ る 。 そ し て
，

こ の 和讃の 特徴は 七 十五 首和讃同様 に くり返 し表現が大変多

く用 い られて い る とい う点 に ある。こ こ で は ， くり返 し表現の 中か ら特に
「
あ はれ み 」 を取 り上 げ

て 言及 した い 。 こ の 「あはれみ 」 とい う言葉 は実 に 11首 中 6首 もみ られ る 。 そ して ， この
「
あわれ

み 」 を考察 しみ る と様々 な意味で 使用 され て い る事が解か る の である 。 例え ば第 3首は

　　 3 ）無始 よ りこ の か た こ の 世ま で

　　　　　聖徳皇の あはれ み に

　　　　　多々 の ご と くに そひ たまひ

　　　　　阿摩の ご と くに お は します

　 と詠 じて い るが， こ こ で 登場 する
「多々 」 はサ ン ス ク リ ッ ト語の Tata の音写で

「
父 」 を意味し

「
阿

摩」 は サ ン ス ク リ ッ ト語の Amba
，

パ ー
リ語で は Amma と称 し

「
母 」 を意味する 。 それ故 ， 親鸞 は

太子 に父母の ような親 しみ を 「あわ れ み 」 と感じて い た とも思 え る
（EI °｝

。 又 ， 第 ユ0首 に

　　10）多生曠劫 こ の世 まで

　　　　　あはれみ か ふ れ る こ の 身な り

　　　　　
一

心帰命た へ ず し て

　　　　　奉讃ひ まな くこ の む べ し

　 とあ り， 多生曠劫 つ まり太子は前生で何度 も生 まれ 変わ っ て この世 に や っ て きた方で あ り今 も又，

教 えを説 い て い る， と釈 され，今，自分 （親鸞自身）に も
「
あ はれ み 」 とい う形で それ をい た だ い

て い る と解釈す る事が で き る。

　そ し て 11 首 目の 和讃 に

　　11）聖徳皇 の あはれ み に

　　　　　護持養育たへ ず して

　　　　　如来二 種 の 廻向に

　　　　　すすめ い れ しめ お は し ます

　と詠 じ て ある と こ ろ は 「二 種廻向 」 す なわ ち往還 二 廻向の お しえをすすめ るための教化者 と して

の
「
あ はれ み 」 も含 まれて い る と思われ る。更 に第 8首目で は

　　 8）上 宮皇子 方便 し

　　　　　和国の 有情 をあはれ み て

　　　　　如来の 悲願 を弘宣せ り

　　　　　慶喜奉讃せ し む べ し

　と詠 じ太子 は
「

あはれみ 」 に 対 し我々 は
「奉讃 」 を持 っ て対応 す る とい う姿勢が念仏の 行者 と し
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104 真宗 に お ける太子信仰 に つ い て

て の 行為で ある事 を示され て い る。

　こ の 和讃 は
『
正 像末和讃 』 草稿本第 38首目の和讃

　　38）上 宮太子方便 し

　　　　　和国の 有情を あ はれ み て

　　　　　如来の 悲願弘宣せ り

　　　　　慶喜奉讃せ しむ べ し

　を
一

部修正 した もの で 元来 ，

「
上 宮太子」 とな っ て い た もの が 11首和讃で は

「
上宮皇子 」 に変わ っ

て い るが 内容は同 じ く奉讃の 心 を うた っ た もので あ る 。

　更に は親鸞の 太 子観の眼 目とも言 うべ き和讃を挙 げて みた い 。それ は第 7首 目の和讃で ある。

　　 7 ）和国の 教主聖徳皇

　　　　　広大恩徳謝 しが た し

　　　　　
一

心 に帰命 した て まつ D

　　　　　奉讃不退 な ら しめ よ

　 こ の 和讃 は実に
『
大日本粟散王聖徳太子奉讃』 の 冒頭の 和讃 と同

一
で あ る。そ して

，
こ の

一
句 目

に 記 されて い る
「和国の教 主」 こ そ ， 親鸞 に お ける太子尊称 の 至極 と思われ る 。 す なわ ち ， 和国と

は 日本 を指 し ， 教主 とは釈尊 を意味す る 。 要する に太子 を
「
日本の 釈尊」 として奉讃す べ しと い う

の が親鸞の 太子観 と見て よ い と思 うの で あ る 。 因み に こ の
「教主」 とい う尊称 は中世の

「太子講 式」

の 中 に も見 られ る事｛注 11｝
か ら諸宗全て に お け る元 祖 とい う意味合 い が強 く。 親鸞 も又 ， それ を踏襲 し

た 形だが ， あえ て 「和国の 」 と称した所に親鸞の太子 に対す る特別な信奉心 を感 じる 。

　 こ うして 和讃 を見て い る と親鸞は太子 を
「
観音の 化身」

「
大日本国粟散王 」

「
和国の教主 （日本 の

釈尊）」 と様々 な形 で 讃仰 して い る 。 こ れ らは充来の 太 子信仰に お ける尊称 を表 した もの で あるが特

に 「父母の 如 く」 と称 した点は単な る讃仰で はな く， 親鸞自身の 心情か ら湧 き出た表現で ある と思

われ る 。 す な わ ち 若 くし て 両親 と別れ ， 家族の 縁の 薄か っ た親鸞に とっ て 太子 は正 に 父母 の 如 く常

に 自分を見守 っ て い て くれ る存在で あ り， 迷 っ た時に は正 しい 道を救え ， 苦悩す る時に は励 ま し を

与えて くれ た ， か けが え のな い 存在 とし て感 じ と っ て い た と思 える の で ある 。 事実 ， 磯長 の夢告 も

六角堂 の夢告 も建仁三 年及び康元元年の 夢告 も人生 の 岐路に立 っ た時に は常には太子 の導 きに よ っ

て生 き方が定 ま っ て い る 。 特 に康元 の 夢告 で は太 子 に 久々 に 出会 えた歓び を表現 して ，わ ざわ ざ和

讃 の 後に 「 こ の 和讃 を ゆ め に お ほせ を か ふ りて うれ しさ に か きつ けまい らせ るな り。」 と書き加えた

程， 親鸞 に と っ て 太子 は教主で あ り師で あ り父母 の 如き存在で ある事 をこ の 一節は 示 し て い る よ う

に思 え る の で ある 。

　以上 ， 晩年の 親鸞に お ける太子 関連 の著述 に つ い て 言及 した 。 そ の 結果 ， 著述の 多 くは
「か な聖

教」 と称す る和文体で 常 に 解 り易 い 性格 を持 っ て い る事 。 又 ， 太子 を
「観音 の化身 」 の み ならず ，

「
和国の 教主」

「
父 母の ご と く」 と い っ た様 々 な表現 なが ら太子 を心 よ り信奉 して い る事 は丁度 ， 親

鸞の師で あ る法然が 善導の教 えに 信順 し
「

偏依善 導」 と称 した よ う に
， 親鸞 の 生涯 に お い て は

「
偏

依太子 」
〔W・1Z）の 印象 を強 くした事 ， 更 に は晩年 に も夢告が あ り， そ の 直後 に 太子 関連 の 著述 を連続 し

て書 い て る事 は若年の み な らず晩年 に お い て も太子 の告命が あ り， その導 き に よ っ て執筆 した と考
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え られ る事 ， 等が特色 として挙げ られ親鸞 に お ける太子の 比重の 大 きさ を改め て 痛感 した 。

　た だ し ，
こ こ で考える べ き事 は親鸞の 太子観が 若年期 と晩年期 で は微妙 に変化した の で はな い か

とい う事で あ る 。 す なわ ち若年期は 当然 ， 天台宗に所属 し て い る の で 太子 に つ い て も天台色 の 強 い

太子観を持 っ て い た と考 え られ ， 特 に
『縁記』 以降の 太子＝救世観音の 化身との 認識や南岳後身説

が親鸞の 太子観で あ っ た と思われ る 。 しか し， 夢告の 後 ， 法然門下 に入 り阿弥陀
一

仏の 絶対他力の

信仰 を得 ， 更に は流罪に よ っ て越後 ， 関東 の生活の 中か ら い な か の 人々 を は じめ生 きて い る人 間の

本心 に 触れ た後の 親鸞 に と っ て ，太子 の 存在 は観音の 化身に 加えて
「
多々 ， 阿磨」 と い っ た最も身

近 な存在 として 捉え て い る 。
こ の 事は親鸞の太子 観 を見 る 上 で 注意す べ き点で あ り正 に太子 に対す

る尊称 の 幅が拡が っ た と見 る事が で きるの で ある 。 それ故 こ の太子観 は親鸞の 苦悩の 生涯 か ら到達

した境地で あ っ た ， と こ れ まで の 考察を通 して思え るの で ある 。

　そ し て
，

こ うした親鸞に お け る太子 信仰 は 当然，門弟達 に も様々 な形 で 伝わ っ て ゆ く。 そ の 中で

最 も太子 の教 えを伝 えて い る例 と して は唯円の
『
歎異抄』 後 序が挙 げ られ る 。 こ こ で 唯円は親鸞 の

お お せ として

　　　煩悩具足の 凡夫 ， 火宅無常の世界は ， よろずの事， 皆以 っ て そ らご とた はご とま こ とある こ

　　 とな き に ， た だ念仏の み ぞ ま こ とにお は します
惟 13｝。

　 と常 に直弟に語 っ て い た事を述 べ て い るが ，
こ れ は

「天寿国曼陀羅 」 に原文が あ り，天台の 太子

講 式に も引用 されて い る
「

世間虚仮　唯仏是真」 の活き た 註釈で ある 。 こ れ は 真宗に お け る太 子信

仰 の 上で の 好例 と い える 。 こ の よ うに太子信仰は親鸞の門弟 の中で次第に拡が り，親鸞の 没後 （1263）

は 太子関連 の著述 を書写 し続 け る中で地方に も着実に浸透 して い っ た と考 えられ る 。 それ は例 えば

弘安 6 （1283）年に は 三 河作岡の 寂忍が
『上宮太子御記』 を所持 して い た事か らも窺 える

〔注 14｝。 こ う

した事実は親鸞 の門弟の 中で 太子信仰が思想的に 確か な もの に な っ た証拠で あ る し ， 前章で 述 べ た

ように各地 の真宗寺院に 太子堂や太子像 が今も安置 され て い る事か ら も疑 い な い 所 で あろ う。
この

ように親鸞が生涯 を か けて 信奉 した太子 とそ の 教え は ， 親鸞の説 い た絶対他力の念仏の教 え と共 に ，

次第に 各地 へ 行 き渡 っ た と考え られ る 。 故に 親鸞の 生涯 は太子 と共に あり ， 太子 を除 い て親鸞は語

れ な い 。 真宗が別称 「太子宗」 と呼ばれ て い る事実は ， 宗祖 と太子の 深 い 因縁を示 し て い る と 言え

よう。

注 1　 親鸞の 帰京理 由は笠原
一

男氏が 説 く文暦二 年 （1235）の 幕府に よる念仏取締 りが原因で ある

　　 とする主張 （『親鸞 と東国農民 』 よ り）は有力で あ るが ， 教学的立場 よ り見れ ば聖教執筆を重要

　　視 した い 。

注 2　 太子の誕生 を敏達天皇の 元年 とする の は ， 当時信用 されて い た 『伝暦 』 の記述 に従 っ た もの

　　 と思われる 。 又 ， 仏滅後の 年代 は 中国の 法上 等の 説 に よる 。 （名畑応順校注
『
親鸞和讃集』 よ り

　　 P．146 参照 。 ）

注 3　 『真宗聖教全書 』 第 3巻　P．640〜641。

注 4　 親鸞 の 和讃 は 本来，漢字 と片仮名 で 記 されて い る が ，本論 に お い て は片仮名 を平仮名 に直 し

　　て い る 『真宗聖 教全書 』 第 2 巻　P．485〜541， を底本 とする 。

注 5　 多屋説 は 75 首 に 明確な出典 （現在の
『
六 角堂縁起 』 とは異な る

『

古縁起』 が こ の和讃の 典拠
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ヱ06 真宗 に お ける太子信仰 に つ い て

　　 と考 え る 。 ）を求め ようと して い る （『和讃史概説 』 後編 P．193〜 6 ）の に対 し ， 三 井説は ， 親鸞

　　在世当時に
一

般信仰 さ れ て い た 太子 伝説をす な お に和讃化 した もの ， とい う（『皇太子聖徳奉讃

　　 の 研究 』）説 を提唱 した 。

注 6 　『真宗聖教全書 』 第 2 巻 P．619〜20。尚 ，
こ の文 と同

一
の文が

『
唯信鈔文意』 の 末尾に も記

　　載 されて い る。（同書 P．638）

注 7　 前掲の 多屋氏は 同じ く
『
和讃史概説』 の 中で 本来 こ の 和讃 は 115首で あ っ た と主張 し，日下

　　無倫氏 も 『大谷学報』 第十九 巻四号 に お い て 115首説 を公表 した 。

注 8　 源為憲著　出雲路修校注　東洋文庫 513 『
三 宝絵』 （平凡社）を底本 とする。

注 9　 『真宗聖教全書』 第 2巻　P．591。

注 10　父 ， 母が 登場す る和讃は ，
こ の 他に

「
大慈救世聖徳皇　父の ご と くに お は し ま す 　大悲救世

　　観世音　母 の ご と くに お は します」 が ある 。

注 11　 『大屋徳城著作選集』 6 （国書刊行会） よ り
「
聖徳太子講式集」 参照 。

注 12 親鸞は
『歎異抄』 第 2条の 中で

「
た とひ 法然上人 に すか され ま ひ らせ て ，念佛 して 地獄 に お

　　ちた りと も ， さ ら に後悔す べ か らずさふ らふ 。 」 と述 べ
「

偏依法然 」 の 気持 ちが強 い
一

方で
， 法

　　然はあ くま で も師で あ り， 太子 はそれ を超 えた存在 と して捉 えて い た よ うに思われ る 。

注 13　 『
真宗聖 教全書』 第 2巻　P．793。

注 14　神谷素光述
「
西三河 の 太子信仰 」 （『三 河の 真宗 』 （真宗大谷派三河別院））参照。

第 7 章 覚如 と存覚の 太 子 観

　 こ こ で は親 鸞没後の 初期本願寺教団成立時に お ける太子の 捉 え方 に つ い て 見て ゆ きた い 。弘長 2

（1263＞年 11 月 28 日，親鸞 は弟尋有の坊舎で 没 した
（注 1）。そ こ で遺弟た ち は親鸞を茶毘に 附 して遣骨

を鳥辺山の 西 ， 鳥辺野 の 北 ， 大谷 に納めた 。 そ し て
， その 10年後に吉水の北の地に移した事は

『
伝

絵』 下巻第 7段 に述べ て い る通 りで ある 。
こ の大谷の 地 に仏閣を建て ， そ こ に親鸞の 絵像を納め た

のが 大谷本廟 の始 ま りで ある 。 こ の本廟創立 に関与 した 中心人物 は親鸞の末娘 ， 覚信尼 と親鸞の直

弟数人 で あ っ た。

　 こ の覚信尼 は初め 日野広網 に嫁 して 覚恵 が生 まれ た。しか し広網 に 先立たれ た後 ， 晩年の父 （親

鸞）の 世話 を し て 最後を看取る。
そ の 後， 小野 宮禅念 に 再嫁し て 今度は唯善

（E2 ）が 生 まれ た
。 従 っ て

覚恵 と唯善 は異父兄弟の 関係 にな る。又 ， 本廟の地 は当初 ， 小野 宮禅念の所有で あ っ た が ， そ の後，

禅念か ら譲 り受 け覚信尼 の 所有 とな っ た 。 更 に建治 2 （1276）年 に は覚信尼が土地 を本廟 に寄進 し，

仏閣 に つ い て は始め か ら門弟の 建て た もの で あ っ た の で ，土地 も建 て 物 も門弟の 共有 とな っ た の で

あ る 。 そ して ， 本廟を守護す る 人 を
「
留守職 」 と呼び ， 初代の 留守職に は覚信尼 が な っ て い た 。 そ

の 後， 覚信尼 の遺 言に よ りそ の 職を先夫の 子 ， 覚恵に 譲 り， 留守職は覚恵の 子孫 に 受 け継が れ る事

にな る。

　 しか し ， 覚恵の 子 ， 覚如の 時代に な っ て 前述 の唯善が土 地の 所有権 を主張 し訴訟 を起 こ した 。 論

争の末，唯善 は大谷の地 か ら退却 し，留守職 の職 も廟堂 も土地 も覚如の所有 とな っ た 。 こ の間の 家
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庭内の もめ事 は相 当に 複雑で あ り，

一
概に誰が正 しい とは言え な い 状況が ある 。 ともあれ ， 門弟達

の 支 え もあ っ て 正 式に 留守職 と して認め られた覚如は名実共 に 廟堂 と土地 の権利 を所有した の で あ

る 。 し か し， こ う した 事件が 象徴 して い る よ うに覚如の 時代 は，た だ宗祖 を拝 する廟堂が ある の み

で ， まとま っ た教 団 もな く， 定ま っ た宗名 もな く， 親鸞の著述さ え整理 もされ て い な い 状態で あ っ

た 。 覚如 は そ の よ うな状況の 中で体制 を築 い て ゆかね ばな らなか っ た の で あ る
〔渕

。

　それ故，覚如は徹底した親鸞至 上 主義の 立 場か ら まず初め に 宗祖親鸞を中心 とした著述 を執筆 し

公表す る事か ら活動 を開始 した 。 そ の 初め の 著が
『
報恩講私記』 で あ っ た 。

こ の著は親鸞の月忌 の
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 た　だ び ヒ

際の儀式 に 際 し て誦す る為 に 書か れた もの で ある が ， こ の 中で 親鸞を
「
直也人 」 で は な く

「弥陀如

来の 応現」 として神格化す る点が大 きな特色 と な っ て い る 。 そ し て こ の 傾向は翌永仁 3 （1295）年に

著 され た
『親鸞聖人伝絵 』 に お い て 更 に強調 され ， 如来 の化身 とする立場 は徹底され る 。 す なわ ち ，

『伝絵 』に お い て は ，法然 を勢至菩薩の 化身，そ し て 聖徳太子 を観音菩薩の 垂迹 と し ， 親鸞は この 二

菩薩の 引導に よ っ て 如来の 本願を弘め る 使命 を荷 っ て い る ， と説 く。 しか も
「
か の 二 大士 の 重願 ，

た だ
一

仏名を専念す るにたれ り 。
い まの行者 ， 錯て 脇士に 仕ふ る こ となか れ 。 た だち に 本仏 を仰 ぐ

べ し」 と述 べ
， 法然や 聖徳太子 よりも阿弥陀如来 そ の もの を仰 ぐべ き こ とを強調する 。 更 に は

「
聖

人 ， 弥陀如来の来現 とい ふ こ と，炳焉な り」 とある事か ら法然や 聖徳太子 よ りも本仏 ＝ 阿弥陀如来

の 化身で あ る親鸞を直接の 帰依の 対象 とす べ き事 を述 べ て い る。 こ の よ うに 覚如は親鸞 を本仏 と し

て ， そ の 教 え を著述 を通 し て 徹底さ せ た 。 正 に親鸞至 上主義の 始 ま りで ある （潮
。

　又 ， 覚如は本願寺以 外の寺院が教団の 中心 にな る事 を否定 し， 例 えば 『改邪鈔』 の最後 に 「 一
，

至極末弟ノ建立 ノ草堂 ヲ称 シ テ本所 トシ
， 諸国 コ ソ リテ崇敬 ノ聖人 ノ御本廟本願寺 ヲ ハ 参詣 ス ヘ カ

ラ ス ト諸人国二 障尋セ シ ム ル
， 冥加 ナキ ク ワ タテ ノ コ ト」

と警戒 して い る よ う に 本願寺 こ そ本所で あ る ，
と の 本願寺 中心 の 考えを主張 し た 圃

。
こ の 中の

「

未

弟の 草堂 」 と称 して い るの は外な ら ぬ 高田門徒 の専修寺 を指す もので ある 。 こ の よ うに覚如は親鸞

を宗 の象徴 と して絶対化 し ， 本願寺 を頂点 とする統
一

的教団の 形成 を目指 した 。こ の 方針が地 方に

発展 しつ つ あ っ た門徒 たちの動揺があっ た事 は充分考 えられ る。 しか し，それ で も覚如は こ の考 え

を生涯変える事は なか っ た。何故な ら当時 は真宗の 教団 を形づ くる基礎 さ え も確立 して お らず．前

述の 如 く ， 全て が 野放 しの 状態だ っ た か らで ある 。 そ の 中で 自ら の 教団を形成 して ゆ くた め に ．あ

る程度の 強調 はや む を得なか っ た事は充分 ， 状況 として理解で きる 。

　 こ れ に対 し ， 覚如の長男で ある存覚 は父親同様，多 くの著述 を残 して い るが ， その 考え方 は必 ず

も親鸞至上主義 を強調 して い る訳で はな く， む しろ 日本仏教の伝統的な考 え を継承 して い る印象 を

受 け る
。

そ れ は聖徳太子 の捉 え方に つ い て も覚如 と は微妙な相違点が 見 られ るの で
， そ の部分 を示

して考察 してみ た い
。 例え ぼ 『

報恩記』 にお い て は太子 を
「
和国の教主 」 と称 し， 弥陀の教 えを弘

め るた め に こ の 国に生 まれ た ， と解 して い る
 

。 そ し て ， 太子 が称名念仏 を勤行 し四 天王 寺 に て先

帝 （欽明 ・用明の 両皇）の 追善法要 を行 っ た事 を記 して い る 。 又 「顕名鈔』
（注η で は 太子に よ っ て初

めて仏教が 日本に渡 っ て きた事を述 べ
，

こ の 教え は末法 の 世 に は最 も盛ん で あ る ， と説 い た 。 更 に

『浄土見聞集』
〔thS ）

に お い て 仏法 はそ の 昔 ， 太子 が 弘め た お 陰で 日本だ けが仏教 の 生 き て い る国で あ

る ， と い う事 を述 べ
， 全体 と し て は 太子 を念仏者 と し て 捉え ， 親鸞の 見解同様 ，

「
和国の教主 」 と し

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



Sapporo Otani University & Junior College of Sapporo Otani University

NII-Electronic Library Service

SapPoro 　 Otanl 　 Unlverslty ＆ Junlor 　 College 　 of 　 SapPoro 　 Otanl 　 Unlverslty

108 真宗 に お ける太子信仰 に つ い て

て尊信 して い る事が解 る 。 従 っ て こ の 点に お い て は ， 存覚の 方が覚如よ り
一

般的な太子観 を身 に付

けて い た と思わ れ る 。
こ の ように 覚如 と存覚で は太子観 に お い て ， 微妙 に解釈 を異 に して い た事が

太子 観か ら も窺え る 。 当然 ， 念仏の 捉え方 ， 親鸞の位置づ けに つ い て も各々 見解 が異な っ て い た事

は充分想像で きる 。

　覚如 は ， こ の 存覚 を 2 度に 渡っ て義絶する が
， 親鸞至 上 主義を揚 げ教団の 確立 と留守職 と して の

自ら の地位の 確立 を悲願 として い る覚如 に とっ て，存覚の持 つ 通仏教的見解 は逆 に教団の思想統制

に支障 を きた す恐れが ある と見えたの で はなか ろ うか 。 しか し ， 覚如の悲願 もむ な し く教団は確立

した もの の 勢力 は次第 に衰微の
一

途 を辿 り，世 の 中か ら忘れ られた 存在 になる。真宗本願寺教団が

復活す る の は実に 150年後の蓮如ま で 待た な ければな らな い 。又，そ の 間 の 太子信仰 に つ い て は ，

教団の 形成を考え る上 で 興味深 い 課題で ある が
，

こ の 点 は今後の課題 と して 考え て ゆ きた い
。

注 1　 尋有 は親鸞の す ぐ下の 実弟 。 生涯， 天台宗の僧であ り常行堂の 検校に もな っ て い る事か ら声

　　明 ， 作法に 通 じた 人物 と考 える 。 事実， 天台声明 の相伝 を表わ す
『魚山声明血脈譜』 に は慈円

　　と共 に大声明家，浄心の 弟子 として 載 っ て い る。（拙述 「真宗声明考 」
『印席学仏教学研究』 第

　　 4 号 ， 及 び 『真宗史料集成 』 第七巻 よ り く系図＞ P．520〜 1参照 。 〉

注 2　 最近 の研究に よ る と
『
歎異抄』 で有名な唯円は小 野宮禅念の 連れ子で あ り， 唯善は覚信尼 と

　　禅念 と の間 に生 まれた子 で ある事か ら ， 唯円 と唯善は異母兄弟 とす る説が あ る 。 （佐々 木正 著
『
親

　　鸞始記』 （筑摩書房） よ り P．226参照。）

注 3　 「本願寺 」 と い う寺号の初見 は元亨元 （1321）年で あ り覚如 50歳の 頃で あ る 。 寺院とし て の

　　形が 出来上 が っ て きた の は 恐 ら く，
こ の 前後 と思わ れ る 。 従っ て社会的な地位は相 当に低 か っ

　　た と見て良い 。 （大桑 ， 福 間共編
『史料真宗教団史 」 （文栄堂）第 3章本願寺の 成立参照 。 ）

注 4　 親鸞至上主義 は著述の みな らず荘厳に お い て も同様で ある 。 例えば御廟の 中心 に阿弥陀如来

　　像で はな く親鸞の 木像 を安置す る形 は こ の覚如の 時代よ り始 ま っ た 。

注 5 　
『
真宗聖 教全書』 第三 巻 P．88。

注 6　 同上 書　P．274。

注 7　 同上 書　P．330。

注 8　 同上書　P．378。

第 8章　蓮如の太子 観

　蓮如 （1413〜99）は 当時 「人跡た えて，参詣の人一人 もみ えさせ た まわ ず さび さ び と して お は し

ます。」 （本福寺 由来記）（aL ） と言われ衰退 困乏 し て い た本願寺教団 を
一

代 に して 盛 り立 て ， 爆発的に

信者 を獲得 しあた か も仏法王 国の 如き大教団に作 り変えた正 に我国に お け る最 も優れ た宗教者の 1

人で ある 。

　蓮如の 生 涯 は
一

口で言うな ら波乱の
一生で あ っ た 。 実母 とは 6歳の時 ， 別れた まま最後 ま で 行方

は解 らな か っ た 。 継母 の元 で ， 少 ・青年期 を過 ご した が 相当冷た い 処遇 を受けた と言われ て い る 。

それ は蓮如が正 式 に本願寺 の 第 8代法主 に就任 した後 ， 継母 に つ い て は何 1 つ 語 っ て い な い 事か ら ，
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そ の 厳 しさが窺え る 。 そ うした不遇な生活 の中で も蓮如 は熱心 に学 問に励 んで お り， 特に 『教行信

証 』 は表紙が切れ る程の勉学で あ っ た 。 後年記 され る
『
御文 』 は そ の 勉学の 賜 物で あ っ た。従 っ て

恐 ら く， その他の 聖教 に も精通 し て い た と思わ れ ， 当然聖徳太 子 に つ い て も和讃その他で 研讃 して

い た と考 えられ る
（G2 ）。

　しか し ， 蓮如の行蹟 を調べ る 限 り に お い て 特に太子 に つ い て 言及 して い る もの は 見当た らな い 。

それ は
「正信偈大意』 や 『御文』 の 著述 に つ い て も同様で あ る 。 例 えば 5帖の 『御文』

『帖外和讃 』

を見る と， そ こ に は宗祖親鸞聖人 と七高僧 （特 に善導）の 著述の引用は多 く見られ るが
， 太子 に つ

い て の 直接言及 した文 は見あた らな い 。 わずか に 関連す る もの として
『
帖外御文 』 の第 47 通 に

「
そ

れ よ りわ が朝 に 佛法流布せ し こ と は
， 欽明天皇の 御宇よ りは じめ て 佛法和た れ り。」

圃 とある が ，欽

明帝は聖徳太子 の祖父 に あた る と い う事 で 直接 の 言及 で は無 い
。 しか し ， 蓮如は決 して 太子 を無視

も軽視 もして い た訳で は な く， む しろ著述 よ りも儀式 の 上 で真宗の 中に 太子観を確立 した点 に お い

て重要で あ る 。 それ は次の 2 つ の 業績 に集約 され る 。

　第
一

は太子 の 像 を掛軸 と して 内陣に 懸 ける よ うに した事。 第二 は
『三 帖和讃』 を編 さ ん する 際に

『
正 像末和讃』 の 中に

「聖徳太子奉讃 」 十
一

首 を組み 入 れ た事 ， で あ る 。

　 まず ， 太子 像に つ い て で あるが ，

「蓮如上人行実」 の 中 に

　　　二 十二 日の早 引を御影堂に 候 つ る は事候 つ る は ， 聖徳太子 を代々 の御影 のわ きに並 べ て被懸

　　申た る事候。蓮如上人 の 御代 よ り如此候 つ るか との 申事也 。

　 とあるよ う に ， 真宗寺院の内陣 に お い て は歴代の 門首 （法主）の 横に 聖徳太子像を置 く，
こ の現

在の 形は蓮如上人の代か ら始 ま っ た ようで あ る 。 そ して 更 に ，

　二 十二 日は早引ばか り御入候 つ る と被 申候 。 蓮如上 人の 仰 に ， 今日は太子講の 私記をあそば され

度候 と度 々 仰事候 つ る と，各宿老衆物語 に 被申候 。 實如の 仰 を も承候 ge　Cte4）。

　 と あ り，太子 の 命 日に あた る二 十二 日 に は 『聖 徳太子 講式 』 （存覚作 と伝 える）の拝読が あっ た事

も資料か ら読み と れ る。又，当時の 阿弥陀堂 に は本尊の 向か っ て右側 に太子 の 絵像があ り， それ に

は蓮如上人 の筆で讃文があ っ た と されて い る 。 現在で も太子の 絵像 に は讃文 の 入 っ た も の が 多 く，

その種類 は四種類が 確認 され て い る
鬮

。 しか し ， 現在 の 真宗両本願寺仏に お い て
『聖徳太子講式 』

を拝読す る慣例 は な く，太子絵像懸軸 に も現在の 阿弥陀堂 に 懸か っ て い る もの に は讃文が入 っ て い

な い
。 恐 ら く， そ の後の 本願寺教 団が石 山合戦や東西分裂 と い う激動の 歴史の 中で ， 形が 変化 して

い っ た もの と考 え られ る 。

　次に
， 第二 の

『正像末和讃 』 の 中に 『聖徳太子奉讃 』 11首 を加 え て編 さん した点に つ い て言及 し

た い 。 こ の 『聖徳太子奉讃 』 は現在 で も声明 として 読誦 され て い るが ， この 11首は蓮如の 45歳の

時，越前の 吉崎 に於 い て 開版 された 『三 帖和讃』 の 内の
『
正 像末和讃』 の 中に収め られ た ため ， 今

日 ， 声明 とし て使用 され て い る。そ の 他の 太子和讃 で ある
『聖徳太子奉讃 』

『大 日本 国粟散王 聖徳太

子 和讃』 は両本願寺 に 於 い て は 誦す る事 は な い
（Efi ）

。 そ れ 故，こ の 11 首 は太子 を讃ず る親鸞 の 和讃 と

して大変重要なの で ある 。

　 た だ し ， こ の 11 首の 和讃 は前章で 述 べ た如 く
『
正 像末和讃 』草稿本 に は 1首 しか見当た らな い

〔副

。

又 ， 書写本で あ る顕智本に も 11首が ま と ま っ て編 さん され て い る訳で は な い 。従 っ て， こ の 11 首
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110 真宗に お け る太子信仰 に つ い て

は実に蓮如に よ っ て編 さん され ，

「
声明 」 とし て 誦する様 に なっ た と考 えて よ い と思わ れ る 。 そ の 内

容 に つ い て は前章で述 べ た通 りで あ る 。

　以上
， 蓮如 に お け る太子 の 捉え方 を 2 点提示 した訳で あるが

， 今日の真宗寺院を見 る と必 ず太子

の 懸軸 もし くは太子像が安置され又 ， 日常で も 『正像末和讃 』 の 中の 「聖徳太子 奉讃」 として誦 さ

れ て い る実情を考え る と蓮如の太子観は今 日で も尚，本願寺 に生 き続 けて い る と い っ て良い だろう。

現在 の本願寺 に お け る儀式作法等は凡 そ蓮如時代の そ れを継承 して ものが多 い が ， 太子 に つ い て の

荘厳 も同様 に 継承 され て い る事を改め て 実感した 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ほ うじゅ う

注 1　 こ の 記述 は蓮如の 生 まれ る 2年前 （応永 20 （1413）年）に本願寺を参詣 した近江堅 田 の 法 住

　　
一
行が 当時の様子 を伝 えた もの で あ る。 （森龍吉著 『蓮如 』 （講談社現代新書）よ り第 1章第 1

　　節， 及び 『
真宗史料集成』 第 2巻　P．661参照。）

注 2　蓮如は比叡 山の 北谷 で 天 台の 学 を究め た
，

と伝え られ て い る が
， 最近の 研究は こ れを否定 し

　　て い る 。 実際は存覚の 寺で あ る今小路の 常楽 台が修学の場所で あ っ た と思わ れ る 。 師匠 は蓮如

　　の叔父 ， 空覚が考え られ る 。 又 ， 南都 ， 興福寺大乗院門跡の経覚僧正 に つ い て法相 ， 天台の学

　　問も修 めた 。 （東澤眞静著
『
蓮如の 生涯 』 （法蔵館） よ り P．10〜12）

注 3　 『真宗史料集成』 第 2巻　P，225。

注 4　足利瑩含編
『
声明作法に 関する 古記録抄 出』 （続真宗大系第 17巻）よ り P．　117， 及び

『
真宗史

　　料集成』 第 2巻　P．　551。

注 5　草野 ・西 田他著
『
真宗大谷派の 荘厳全書』 （四季社）P．265参照 。

注 6　高田 派で は
『
聖徳太子奉讃』 75 首 を声明 とし て 読誦する。（『高 田勤行聖典』 （高田派宗務院）

　　に掲載 。 ）

注 7　
『
正 像宋和讃 』 草稿本 に ある和讃 は 11 首和讃の第 九首 「上宮皇子 方便 し　和國の 有情をあ は

　　れ み て　如来の 悲願 を弘宣せ り　慶喜奉讃せ しむ べ し」 の みで ある 。
こ の和讃 は国宝に指定さ

　　れ て い る 。 （
『
親鸞聖 人眞蹟三帖和讃國寶本 』 （高田派専修寺） P．315。 ）

ま とめ

　そ もそ も真宗の 太子信仰に つ い て考 える きっ か け に な っ た点 は親鸞が の こ した多数の太子 関係の

著述 と真宗寺院の 中に 必ず安置 され て い る太子絵画 もし くは太子像で あ っ た。真宗 の教 え は
「念仏

申さん とお もい た つ 心の 起 こ る時 ， 摂取不捨の 利益 に あずか る」 教 えで あ り， 念仏一
行が 真実の行

で あ る 。 従 っ て
， そ の 他は雑行 とされ親鸞 自身 も くり返 し述 べ て い る事 は周知の 如 くで ある 。 それ

故，真宗寺院の 内陣に 阿弥陀仏 と七高僧 ， それ に 本願 寺の 歴代法主 の 絵像が あ る事 は理 解で きた 。

しか し ， ただ 1 人俗人で ある聖徳太子の存在だけ は理解 を越 えた存在だ っ た ので ある。 しか も ， 如

来 と太子 は何 の 違和感 もな く共存 し て い る。こ の事 は更 に 不思議な印象を与 えた 。一体 ， 阿弥陀仏 一

太子
一
親鸞

一
真宗は どの 様な経緯で 結び つ き ， ど う了解すれ ば良 い の か ，こ の疑問が今 回の 考察 の

源 と な っ た の で ある。

　そ こ で ， まず太子 の 著述か ら浄土 に 関す る事項 を確め て み た 。 す る と 『三 経義疏 』 に 説か れ る太
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子 の 浄土 へ の 探究は確か に他力往生の 浄土 思想が 内在 して い る印象 を受 けた の で ある 。 そ し て ， 太

子 の没後は その優れ た人 間性を讃え ， それ が次第に 神格化す るよ う に まで高め られ る 。 それ が太子

の南岳禅師後身説や菩薩の化身説 であ っ た。その後 ， 浄土教の影響に よ っ て平安 中期か ら次第に ，

太子の建立 した四 天王 寺が浄土の 入 口 と して人々 の 問に拡が り， 多 くの 貴族た ちが寺に 訪れ た 。 こ

の 思 想が 太子 と浄土教を結びつ け る き っ か け に な っ た 。 それ以降 ， 太子 は救世観音の 化身 と し て浄

土信仰の 対象に な っ て い っ た と考え られ る 。

　
一方 ， 親鸞は若年よ り比叡山で勉学に励み ， 常行三 昧堂の 堂僧 として 生 活 して い た 。 恐 ら くは こ

の 時点で太子 との 関係は
一

般的な知識で 特別 な結びつ きはな か っ た と思われ る が ， 19 歳の 時 に体験

した磯長 で の 太子の 告命に よ っ て状 況は
一

変す る 。 何 と太子 は親鸞 に 向か っ て ， あと 10 年の命で あ

る事を告 げる 。 こ こ か ら親鵞 と太子 との 結 び つ きが生 まれ る と同時に親鸞 の苦悩が始 ま っ た と思わ

れ る 。 恐 ら く， そ の 間 ，

一
日 とて太子 を意識 しな い 日は なか っ た に ちが い な い 。そ し て，10 年後，

参籠中の親鸞 は六 角堂で の観音の 夢告 に お い て 改たな生 き方 を知 る の で ある。 つ ま り，聖道僧 と し

て の 生活 を終え
， 法然の 門下 と な っ て 他力念仏の 浄土僧 に生 ま れ 変わ っ た 訳で ある

。
そ れ故 ， 太子

の 導 きに よ っ て親鸞の 人生 は大 き く変化 を遂 げた と考 えられ ，
こ の事が親鸞の念仏者 としての 立場

を決定づ けた ， と解釈する 。 それ以来，親鸞 に と っ て 太子の 存在 は正 に師で あ り教主 であ り又．父

母の よ うに常 に傍 に 居続 ける存在 に な っ た と思われ る。例 えば ， 関東で の布教 の 場所 に 太子堂 を利

用 して い た 事 は 象徴的な 出来事で ある 。 親鸞が 太子 と共に歩 ん だ 確か な証拠 と い え よ う 。

　 そ し て ， 晩年 に な っ て も太子 の存在 は消 え る事な く親鸞の心 に生 き続け る 。 帰洛後の親鸞は 多く

の 著述 を著 わすが ， そ の 大半が太子讃仰の か な聖教で あ っ た事 は注 目す べ き事で あ り， そ の き っ か

け とな っ た の が夢告で あ っ た事 は親鸞の夢告 に対す る捉 え方の深 さを改 め て感 じさせ る 。
こ の よ う

に親鸞の 生 涯 を見 て ゆ くと，正 に太子の 導 きに よ っ て 今 日の 親鸞が確立 した とい っ て 良い で あ ろ う 。

又 ， 親鸞の 門弟達 も師の 教 えを感じ
， 太子 を大切 に崇 め て き た

。 今日 で も真宗ゆ か りの 寺院 に太子

の像や 堂が多 く残 されて い る の は そのた めで ある。

　 し か し ， 親鸞の没後 ， 法灯 を受 け継 い だ本願寺第三 世覚如 は教団確立の 立場か ら
「
親鸞至 上 主義 」

を前面 に打 ち 出 し，親鸞の み を信仰の対象 とした 。 そ の た め ， 本願寺教団 に お ける太子 の 存在 は 正

に野放 し の 状態に な り， 教学の 外へ 姿を消 した時代 もあ っ た よ うで ある 。

　そ うした 状況か ら聖徳太子 を真宗の儀式の 中に と り入 れ ， 再 び七 高僧 と並 び称 され るよ うに な っ

た の は室町時代の 中期すなわ ち蓮如の代 にな っ てか らで あ る 。 本願 寺第 8世蓮如は 『三 帖和讃 1 の

開版 に 際 し太子和讃 をその 中に組み 入れ 日常の勤行 として唱 える事 をすすめた 。 そ し て ，太子の 懸

軸を内陣に か け，2 月 22 日の 太子御命 日 に 法要を行 うよ うに 定めた の で ある 。 そ の意味か ら も蓮如

の 功績は 太子信仰 に お い て も又 ， 大 きか っ た と言えるだ ろ う。

　今 日 ， 真宗 の教学 に お い て 太子の教 えや親鸞の太子観を伝 える機会 は
『
伝絵 』 を拝読す る

「報恩

講 」 を除け ば， 非常に 限 られ て い る 。 又 ， 覚如の 説 く 「親鸞至上主義」 を支持す る者 も少な くな い 。

しか し ， 真宗 の教学 は太子 の存在を認識す る事で 初め て 健全 な姿 に なる の だ と い う事 を今回 の 考察

を通 し て痛感 した 。 太子 の教 え と親鸞の 太子 信奉の 心 か ら学ぶ べ き事 は ま だ まだ 多 い
。 （了 ）
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